
平成26年度 公益財団法人三重県体育協会事業報告 
 
  

 平成26年度は公益財団法人の広く社会に貢献すべき責務として、県民体力の向上とスポーツ精神の養成

を目的とし、三重県、三重県教育委員会及び本協会加盟団体並びに関係団体との連携強化を図りながら、

公益実現に向けた事業に取り組むとともに、法人の基盤となる財源の確保に努め次のとおり諸事業を実施

した。 

 

１．事 業 

 

(1) 公益目的事業 

ｱ. スポーツ振興事業（公益事業1） 

スポーツ団体及びスポーツ指導者の育成事業を展開し、スポーツ愛好者を育てるとともに、青

少年の健全な育成や競技水準の向上を図り、県民のスポーツ振興を推進するため以下の事業を行

った。 

 

(ｱ) 加盟団体育成強化事業 

a. 加盟団体の活動促進 

(a) 加盟団体育成強化費の助成 

加盟団体、加盟市町体育協会及び加盟学校体育団体が実施する各種スポーツ振興事業の

充実を図るため、加盟団体の組織運営や大会等に係る経費に対し育成強化費を助成した。 

 (b) 第8回美し国三重市町対抗駅伝実行委員会への助成 

県内のスポーツ推進を図るため、ジュニア世代の発掘・育成と、スポーツを「する」

「みる」「支える」全ての県民の意識高揚を目的とした当駅伝において、本協会が管理運

営する県営総合競技場で実施される市町交流事業に対し、日本体育協会組織基盤整備費助

成事業他を財源とし助成を行った。 

 

(ｲ) スポーツ指導者育成事業 

a. 公認スポーツ指導者の養成 
(a) 指導員 

地域スポーツクラブ等において、スポーツに初めて出会う子どもたちや初心者を対象に、
競技別の専門的な知識を活かし、個々人の年齢や性別などの対象に合わせた指導にあたる
とともに、スポーツ医・科学の知識を生かし、「スポーツを安全に、正しく、楽しく」指
導し、「スポーツの本質的な楽しさ、素晴らしさ」を伝えることができる指導者を養成す
る講習会を実施した。 

①  ソフトテニス（専門科目） 
期 間：平成26年12月7日～平成27年1月17日（5日間・30時間） 
会 場：鈴鹿市体育館 
参加者：13名 

②  バレーボール（専門科目） 
期 間：平成26年8月9日～平成26年9月27日（5日間・30時間） 
会 場：亀山市東野公園体育館他 
参加者：20名 

③  テニス（専門科目） 
期 間：平成26年11月22日～平成26年12月14日（4日間・30時間） 
会 場：三重交通G スポーツの杜 鈴鹿 
参加者：15名 

④  バドミントン（専門科目）※独自開催事業 
期 間：平成27年1月10日～平成27年1月24日（4日間・32時間） 



会 場：三重県立稲生高等学校 
参加者：10名 
 

b. 県スポーツ指導者研修会の開催 
指導者がスポーツに関する最新の知識・情報を獲得し、国民のスポーツに対するニーズを敏

感に捉えて、実際の指導場面に活用できるようその資質を向上させるとともに、指導者の情報

交換やネットワークづくりなど、相互の交流を目的として研修会を実施した。 
(a)期 日：平成26年6月29日(日) 

会 場：津市サンヒルズ安濃 ハーモニーホール 
参加者：163名 
内 容：講演「バレー人生で学んだこと」～モチベーションアップ～ 

講師 佐伯 美香 氏 

（松山東雲女子大学・短期大学バレー部コーチ愛媛大学非常勤講師） 
 (b)期 日：平成27年2月22日(日) 

会 場：三重交通G スポーツの杜 鈴鹿（水泳場・体育館） 
参加者：110名 
内 容：講演Ⅰ部「スポーツ教育のあり方～スポーツ経営学からの視点～」 

講師 大野 貴司 氏（岐阜経済大学経営学部 准教授） 
講演Ⅱ部「足関節捻挫のリハビリテーション～現場でできる運動療法～」（実技） 
講師 橋爪  英 氏（尾池整形外科リハビリテーション科） 

 
c. 県スポーツ指導者協議会の充実 

本県スポーツ指導者の資質向上と相互連携を促進するため、県内各地域においてスポーツ指

導者の活用を行うため諸事業を展開した。 
(a) 全国指導者連絡会議への参加 出席者2名 
(b) 指導者全国研修会への参加  出席者3名 

(c) 指導者の登録管理 
 

(ｳ) 青少年スポーツ育成事業 

a. スポ－ツ少年団の育成強化 
スポ－ツ少年団組織の基盤となる団員、指導者の登録を推進しつつ、組織の充実と資質の向

上に努め、スポ－ツ少年団の県外交流である全国スポ－ツ少年大会や競技別交流大会に参加し

た。 
b. 国際交流 

国際交流によりグローバルな視点で団活動を捉えることを目的とし、また相互交流により地

域での活発化を図るため、第41回日独スポ－ツ少年団同時交流事業を実施した。 
c. 県内交流 

県内スポーツ少年団の交歓として県スポーツ少年大会・競技別交流大会・地域交歓会を開催

し、団員多数の参加を得て青少年育成に努めた。 
d. 指導者養成  

指導者の資質向上により、更に充実した活動が行えるよう認定員養成講習会を県内8会場で

開催したほか、将来の指導者を育成するシニア･リーダースクールへの派遣やジュニア・リー

ダー養成事業等を実施し、指導活動の強化と指導者の育成事業の促進を行った。 
e. スポ－ツ少年団登録状況 

登録少年団数      681団・29市町     (昨年比014団減) 
登録指導者数         3,451名        (昨年比072名減) 
登録団員数     14,236名        (昨年比308名減) 

 
f. 事業の内容等 

(a) 日独同時交流事業 

① 派遣 
・派遣期間  平成26年8月1日～8月18日 



・本県派遣者 団員2名 
② 受入 

・受入期間  平成26年7月29日～8月2日までの4泊5日間、伊賀市において受け入れた。 

・受入人員  ドイツ・ヴュルテンベルグスポーツユーゲント指導者1名、団員9名 
・行動内容  民泊家庭における生活体験、地元スポ－ツ少年団等とのスポーツ活動他 

(b) 各種スポーツ少年大会 

事 業 名 開 催 地 期 日 
参加者数 

備 考 
指導者 団員 

第52回全国スポ－ツ少年大会 大阪府／貝塚市民文化会館他 26.8/2～5  1名  6名  

第36回全国スポ－ツ少年団 

軟式野球交流大会 
北海道／札幌ドーム他 26.8/2～5 5名 14名  

第37回全国スポーツ少年団 

剣道交流大会 
埼玉県／埼玉県立武道館 27.3/27～29  1名   7名  

第12回全国スポーツ少年団 

バレーボール交流大会 
福島県／あづま総合体育館他 27.3/27～30  2名  8名  

第45回東海ブロックスポーツ 

少年大会 
浜松市かわな野外活動ｾﾝﾀｰ 9/13～15  5名  26名 ﾘｰﾀﾞｰは指導者に含む

第26回東海ブロックスポーツ 

少年団競技別交流大会 
静岡県立焼津青少年の家 11/8～9  6名  33名 

サッカー・バレーボ

ール・ソフトボール

・ﾆｭｰｽﾎﾟｰﾂ 

第36回全国スポーツ少年団軟式 

野球交流大会東海ブロック予選 
四日市市霞ヶ浦第一球場 6/21  4名  14名 

神戸スポーツ少年団

（津市） 

三重県スポ－ツ少年団 

競技別交流大会 

伊賀市運動公園野球場他 

県営サンアリーナ 

鈴鹿河川緑地グランド 

伊勢市小俣総合体育館他 

孫太郎総合体育館他 

津市立体育館 

三重県営競技場体育館 

4/26～4/27 

6/8 

8/2 

12/7･14､10/13 

11/30 

12/7 

12/28 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

 16ﾁｰﾑ

47ﾁｰﾑ

35ﾁｰﾑ

64ﾁｰﾑ

16ﾁｰﾑ

39名

706名

軟式野球 

バドミントン 

ソフトボール 

バレーボール 

ﾐﾆﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ 

卓球 

剣道 

第45回三重県スポーツ少年大会  11/2 19名 86名 ｳｫｰｸﾗﾘｰ大会 

(c) 指導者養成 

事  業  名 会 場 地 期  日 
参加者数 備  考 
指導者  

認定育成員研修会 

北海道立総合体育センター 

東京ｴﾚｸﾄｰﾝﾎｰﾙ宮城 

国立ｵﾘﾝﾋﾟｯｸ記念青少年総合ｾﾝﾀｰ 

いしかわ総合ｽﾎﾟｰﾂｾﾝﾀｰ 

愛知県教育会館 

チサンホテル新大阪 

ピュアリティまきび 

高松商工会議所 

福岡県立ｽﾎﾟｰﾂ科学情報ｾﾝﾀｰ 

10/18 

10/25 

10/18・11/15 

10/25 

11/1 

11/2 

11/ 8 

10/12 

11/29 

－ 

－ 

01名 

－ 

10名 

04名 

01名 

－ 

－ 

 

東海ブロックスポーツ少年団 

指導者研究協議会 
ホテルリソル岐阜 11/29～30 07名  

認定員養成講習会 

 鈴鹿市 

津市 

名張市 

松阪市 

尾鷲市 

いなべ市 

伊勢市 

四日市市 

9/6～7 

10/4～5 

10/11～10/12 

11/8～9 

11/8～9 

12/13～14 

12/20～21 

26.1/31～2/1 

20名 

33名 

09名 

36名 

24名 

39名 

45名 

73名 

 

母集団育成事業 鈴鹿市 6/28 20名  

 



(d) リーダー養成 

事  業  名 会 場 地 期 日 
参加者数 

備 考 
指導者 団 員 

日本スポーツ少年団 
シニア･リーダースクール 国立中央青少年交流の家 8/8～12 －  3名  

第19回東海ブロックスポーツ 

少年団リーダー研究大会 
静岡県/三ヶ日青年の家 27.3/14～15  2名 13名  

三重県スポーツ少年団 

ジュニア･リーダースク－ル 
鈴鹿青少年センター 7/5～6 16名 18名 

指導者にはﾘｰﾀﾞｰ

等含む 

(e) 地域活動の促進 

事  業  名 会 場 地 期 日 
参加者数 

備 考 
指導者・団員 

地域交歓会 

 大安スポーツ公園 27.1/18 97名 桑員 

ｱｿﾋﾞｯｸｽあさひﾎﾞｳﾘﾝｸﾞ場 27.1/11 151名 三泗 

亀山市西野公園 27.1/31 189名 鈴亀 

津市安濃文化センター 11/29 319名 津 

  サンパークレーン 27.2/28 59名 松阪多気 

三重県営サンアリーナ 5/5 486名 伊勢度会 

磯部ふれあい公園他 9/7・21 579名 
 
鳥羽志摩 

史跡 馬塚古墳   11/9 108名 
 
伊賀・名張 

尾鷲市体育文化会館 11/24 88名 
 
尾鷲北牟婁 

鵜殿運動場他 11/16 684名 熊野南牟婁 

10ブロック 2,760名 

           

(ｴ) 総合型地域スポーツクラブ育成推進事業 
生涯スポーツ社会を早期に実現するため、地域住民の身近なスポーツ活動の場として期待さ

れる総合型クラブを育成し、地域住民による自主的・自発的な総合型クラブの組織化及び定着
化に向けた支援を行った。 

 
a SCみえネットワーク代表者会議の開催 

総合型クラブの定着・発展のため、設立した総合型クラブ関係者を対象にクラブ運営に関わ
る情報交換・協議や総合型クラブ間の交流事業を行うSCみえネットワーク代表者会議を開催
した。 

(a) 第1回：平成26年07月 9日(水) 三重県体育協会事務局 会議室 出席者 8名 
(b) 第2回：平成26年10月29日(水) 三重県体育協会事務局 会議室 出席者 7名 
(c) 第3回：平成27年03月12日(木) 三重県体育協会事務局 会議室  出席者 9名 
 

b クラブミーティングの開催 
クラブ間の情報交換等を行うことにより、県内各地の総合型クラブの連携・強化やクラブマ

ネジャー等、クラブ関係者の資質向上を図る会議を県広域スポーツセンターと連携し、5会場
で開催した。 

(a) 中 ブ ロ ッ ク：平成26年 8月 6日(水) 三重県松阪庁舎      参加者11名 
(b) 伊賀ブロック：平成26年 8月 7日(木) ハイトピア伊賀     参加者11名 
(c) 南志ブロック：平成26年 8月 8日(金) 三重県伊勢庁舎      参加者19名 
(d) 東紀州ブロック：平成26年 8月19日(火) 三重県熊野庁舎     参加者10名 
(e) 北 ブ ロ ッ ク：平成26年 8月22日(金) 三重県四日市庁舎    参加者29名 
 

(ｵ) スポーツ医・科学研究調査事業 
 

a. 国体選手の健康管理に関する調査・研究 
本県国体参加選手315名（公開競技除く）に対してメディカルチェックを行った。また、精

密検査を要する選手に対して、判定委員による再度のチェックを行い、その結果については競
技団体を通じ指導助言をし、医学面からの事故防止に努めた。 

 
b. スポーツ医・科学調査研究事業 

選手に対する指導法及び健康管理について、医学・科学面の専門家と学識経験者及び現場指



導者からなるスポーツ医・科学委員会を設置し、医・科学的な選手強化研究を行うべく取り組
んだ。 
スポーツ医・科学委員会の委員を中心に結成した実行委員会は、スポーツ医学・薬学班（本

年度より薬学分野も正式加入）、体力科学班、スポーツ心理学班、コーチング･マネジメント
班、スポーツ栄養学班に分かれ、指定選手の調査研究事業を進めながら、研究成果を指導者等
にフィードバックするため、スポーツ医・科学セミナーを開催し、成果報告書として「スポー
ツ医・科学研究MIE第22巻」を発行した。 
また、スポーツ医学・薬学班による国体選手に対しての「医薬品・サプリメントに関するア

ンケート」を実施した。 
(a) 調査研究対象:三重県弓道連盟（ジュニア選手）(1年目) 
(b) 第22回三重県スポーツ医・科学セミナー 兼 スポーツ指導者研修会の開催 

開催期日：平成27年1月29日(木) 
場  所：三重県男女共同参画センター 多目的ホール（三重県総合文化センター内） 
参加者：233名（内、ドクター5名、公認スポーツ指導員他 228名） 
内 容：第1部 講演「女性スポーツ競技者の現状と課題」 

講師 土肥 美智子 氏（国立スポーツ科学センター 副主任研究員） 
第2部 講演「夢は果てしなく永遠に」 

講師 池谷 幸雄 氏（池谷体操倶楽部(株) 代表取締役） 
 

c. 国体選手を中心としたドーピング防止教育・啓発事業 
国体選手・監督を中心にドーピング防止教育・啓発活動を実施し、薬物の乱用・誤用に対す

る認識を高めることにより、健全なスポーツ活動の推進を目的として、ドーピング講習会を実
施した。 

期 日：平成26年9月30日(火) 
会 場：総合文化センター内 文化会館１F「レセプションルーム」 
参加者：国体監督（40名）及び本部役員（16名） 計56名 
講  師：福田 亜紀 氏（スポーツ医・科学委員） 

山本 将之 氏（スポーツ医・科学委員）、米川 由起子 氏（県薬剤師会） 
 

d. 派遣事業 
(a) 第69回国民体育大会ドクターズ・ミーティングへの参加 

期日《場所》   平成26年10月11日（土）《長崎県長崎市》 
派遣者数      日本体育協会公認スポーツドクター 1名 

(b) 第69回国民体育大会本県選手団本部役員（帯同ドクター）活動 
期日《場所》   平成26年10月11日（土）～10月21日（火）《長崎県内》 
派遣者数      日本体育協会公認スポーツドクター 4名 

(c) スポーツドクター代表者協議会の参加 
期日《場所》   平成27年3月7日（土）《東京都》 
派遣者数      日本体育協会公認スポーツドクター 1名 
 

(ｶ) 選手育成強化事業 
各競技団体が実施する選手の強化、ジュニア選手の発掘・育成、指導者の養成、スポーツ医

・科学専門家の活用を行った。また、スポーツ指導員の配置や指導者養成のための研修会など
を実施し、国内外の大会で活躍できる選手を養成することで、競技力向上を効果的に推進した。 

 
a 競技力向上対策事業 

(a) トップ選手強化事業 
本協会加盟団体のうち、国民体育大会正式競技種目を対象に事業費を交付し、各競技団

体が年間を通じて行う県内トップレベル選手の強化活動の支援を行った。 
① 実施競技団体 40競技団体 
② 合宿練習の実施 

競技力向上を図るため、県内合宿・県外合宿を実施した。 
・県内合宿 23競技 60回 延べ参加者数 4,019名 
・県外合宿 26競技 74回 延べ参加者数 3,880名 
・日常練習 14競技 284練習会 延べ参加者数 34,705名 
・外部指導者の招聘 3競技 延べ指導者数 5名 



③ 研修会の参加 
指導者がより高い指導力の養成を図るため、県外での研修会に参加した。 

         5競技 12回 延べ参加者数 49名 
 

 (b) チームみえ指導者研修会 
本県トップレベルの指導者に対し、最新の指導理論、スポーツ医・科学等に基づく知識

を習得するために研修会を開催した。また、短期的、中・長期的な視点に立った本県競技
力向上の取組について、共通理解を深めるとともに、「チームみえ」の中核指導者として
の自覚を促進した。 

期  日：平成27年2月21日（土） 
会  場：三重交通G スポーツの杜 鈴鹿 水泳場会議室 
参 加 者：57名(23競技) 
内  容：講演 「トップコーチに求められるもの～JOCナショナルコーチアカデミーで

の活動を通して～」 
講師  伊藤 リナ 氏 公益財団法人日本オリンピック委員会 

JOCナショナルコーチアカデミー事業 
アシスタントディレクター 

ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ 杉田 正明 氏 三重大学教育学部教授 
 

(c) 医・科学サポート 
実施競技：6競技団体 
派遣日数：延べ248日 
派遣スタッフ：30名 
対 象 者：監督、選手等延べ16,513名 

 
(d) スポーツ指導員配置 
   全国大会等で活躍する選手を、年間を通して指導現場に派遣することで、ジュニア・少

年選手の競技力向上を図るとともに、競技力向上の中核を担う指導者の資質向上を図った。 
   実施競技：水泳（飛込） 1名 

b. チームみえジュニア育成事業 
(a) ジュニア育成 

年間を通じて将来有望な中学生以下のジュニア選手を中心に、各競技団体が育成を行
い、長期的に競技力向上を目指すため、以下の事業を実施した。 

① 日常練習の実施（33競技種目） 
各競技種目に最大4ヶ所の拠点施設を設け、各拠点において定期的に日常練習を実施し

た。 
② 合宿練習の実施（6競技種目） 

県内に拠点施設を設けることができない冬季競技の2競技及びその他4競技が県外合宿練
習を実施した。 

 
(b) ジュニア選手発掘 

県内に在住する小中学生を対象として、将来国内外で活躍するトップアスリートとなる
ジュニア選手を発掘することを目的とし、年間計画に基づき、各競技スポーツ体験会によ
りジュニア選手を発掘し、競技練習会（育成プログラム）及びスポーツ教育プログラムを
実施した。 

① スポーツ体験会の開催 
ヨット 
期日：平成26年7月19日（土） 会場：伊勢湾海洋スポーツセンター  
期日：平成26年7月20日（日） 会場：伊勢湾海洋スポーツセンター 

 参加者数：146名 
なぎなた 
期日：平成26年8月24日（日） 会場：三重武道館     参加者数：011名 

ウエイトリフティング 
期日：平成26年7月27日（土） 会場：石薬師高等学校   参加者数： 24名 

水球 
 期日：平成26年8月2日（土） 会場：三重交通G スポーツの杜 鈴鹿 水泳場 



 期日：平成26年8月3日（日） 会場：三重交通G スポーツの杜 鈴鹿 水泳場 
参加者数：132名 

飛込 
 期日：平成26年7月21日（土） 会場：三重交通G スポーツの杜 鈴鹿 水泳場 

参加者数：079名 
ボート 
 期日：平成26年8月17日（日） 会場：奥伊勢湖漕艇場    参加者数：05名 

 
② 競技者練習会（育成プログラム）の実施 

ヨット 
実施期間：平成26年7月26日～9月7 日        延べ参加者数：059名 

なぎなた 
実施期間：平成26年9月6日～11月9日         延べ参加者数：045名 

ウエイトリフティング 
実施期間：平成26年8月9日～11月29日         延べ参加者数：046名 

水球 
 実施期間：平成26年8月9日～平成27年2月14日     延べ参加者数：408名 
飛込 
 実施期間：平成26年7月26日～11月29日        延べ参加者数：226名 
 

 
③ スポーツ教育プログラム研修会の開催 

競技練習会（育成プログラム）に継続して参加しているジュニア選手を対象として、体
力測定プログラムやスポーツを行う基礎となる体づくりや知識を身につけるプログラムを
実施した。また、ジュニア選手の保護者に対しても栄養学等の保護者プログラムを実施し
た。 

1回目 平成26年11月3日（月）会場：三重県立鈴鹿青少年センター 参加者数：38名 
2回目 平成27年3月8日（日） 会場：鈴鹿市立旭が丘小学校    参加者数：34名 

 
 

(c) スポーツ少年団育成 
   県内で活動するスポーツ少年団において、団員の育成及び指導者の資質向上を目的とし

た研修会を2回実施した。 
    1回目 平成26年9月6日（土） 津市安濃体育館会議室 
    2回目 平成26年12月21日（日） 菰野町町民センターホール 
    内容 講義「スポーツマンのこころ」 
       講師 髙橋 正紀 氏（岐阜経済大学スポーツ経営学科教授） 

 
c. 高校生アスリート育成事業 

(a) トップアスリート研修会 
国内大会において上位入賞した高校生及びその指導者に対し、日本のトップアスリート

及びオリンピック選手を目指すうえで必要な資質の育成を図るとともに、「チームみえ」
としての自覚を促し、本県の競技スポーツを牽引する資質の向上を図るため研修会を実施
した。 

期  日：平成26年12月13日(土)～14日(日) 
会  場：スポーツマンハウス鈴鹿及び三重交通G スポーツの杜 鈴鹿水泳場会議室 
参 加 者：42名(7競技) 
内   容：ｾﾐﾅｰ1 「競技力向上のメンタルトレーニング」 

講師：高妻 容一 氏（東海大学体育学部 教授） 
選手ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ「チームみえの交流」 
指導者ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ「コーチング心理学」 
   講師：高妻 容一 氏（東海大学体育学部 教授） 
ｾﾐﾅｰ2 「アスリートへのメッセージ」 

講師：鈴木 美保 氏（公益財団法人三重県体育協会） 
ｾﾐﾅｰ3 「リカバリー」 

講師：大井 和夫 氏（ASSA白子鍼灸接骨院 院長） 



ｾﾐﾅｰ4 「メディア対応について」 
講師：山上 和美 氏（フリーアナウンサー） 

 
(ｷ) 国民体育大会等の派遣・開催事業 
 

a. 国民体育大会東海ブロック大会 
(a) 国民体育大会第35回東海ブロック大会(平成26年度・岐阜県開催) 

競 技：32競技 
期 間：平成26年5月24日～ 8月31日 
場 所：3県14市5町 
参加数：2,834名（内、本県選手団 646名） 
本県予選通過 17競技24種別（種目） ※別紙第35回東海ブロック大会成績一覧表参照 

（馬術：自馬競技の4県枠除く） 
(b) 第70回国民体育大会冬季大会アイスホッケー競技会 北信越・東海ブロック予選会(成年の

部) 
期  間：平成26年12月12日～14日 
場  所：「風越公園アリーナ」 長野県北佐久郡軽井沢町  
参加数：21名 

【ブロック代表獲得県】 本大会出場県：新潟県、長野県、愛知県、石川県 



少年男子 水球 11 2 → 1 4 ① 3 2 成年男子 3 1 → 3 ① ③ ② 4

少年女子 シンクロ 2 2 → 2 ② ① － 3 成年女子 3 2 → 1 4 2 ① 3

成年男子 15 1 → 2 ① 4 3 ② 少年男子 3 → 2 ① 3 ② 4

女子 15 1 → 2 ① ② 4 3 少年女子 2 → ストレート ストレート ストレート ストレート

少年男子 16 2 → 2 ② ① 4 3 14 軟式野球 成年男子 15 3 → 3 ① ③ ② 4

成年男子 → ストレート ストレート ストレート ストレート ※　自馬競技 18 → 18 3 8 4 3

成年女子 2 3 → 3 ① 4 ③ ② 少年 団体障害 1 → 1 2 － ① 3

少年男子 → ストレート ストレート ストレート ストレート 成年男子 → ストレート ストレート ストレート ストレート

少年女子 → ストレート ストレート ストレート ストレート 成年女子 4 2 → 1 4 2 ① 3

舵手付フォア 6 2 → 2 ② 3 ① 4 少年男子 4 1 → 2 ② 3 ① 4

ﾀﾞﾌﾞﾙｽｶﾙ → ストレート ストレート ストレート ストレート 少年女子 4 1 → 1 4 3 ① 2

ｼﾝｸﾞﾙｽｶﾙ 1 2 → 2 3 4 ② ① 成年男子 → ストレート ストレート ストレート ストレート

舵手付ｸｵﾄﾞﾙﾌﾟﾙ 6 1 → 2 ② 3 ① － 成年女子 3 1 → 1 ① 2 3 4

ﾀﾞﾌﾞﾙｽｶﾙ 2 1 → 1 ① 3 2 － 少年男子 5 1 → 1 ① 2 4 3

ｼﾝｸﾞﾙｽｶﾙ 1 1 → 2 ① 3 ② 4 少年女子 3 1 → 1 ① 3 4 2

舵手付ｸｵﾄﾞﾙﾌﾟﾙ 6 2 → 2 ② 3 ① 4 成年男子 15 1 → 1 3 2 ① 3

ﾀﾞﾌﾞﾙｽｶﾙ 2 2 → 1 3 ① 2 4 成年女子 16 1 → 1 ① 2 3 3

ｼﾝｸﾞﾙｽｶﾙ 1 1 → 1 4 2 3 ① 少年男子 16 1 → 1 2 ① 3 3

舵手付ｸｵﾄﾞﾙﾌﾟﾙ 6 2 → 2 ② 3 ① 4 少年女子 16 1 → 1 ① 3 2 3

ﾀﾞﾌﾞﾙｽｶﾙ 2 1 → 1 3 ① 2 4 成年男子 3 1 → ストレート ストレート ストレート ストレート

ｼﾝｸﾞﾙｽｶﾙ 1 1 → 1 3 ① 2 4 成年女子 3 3 → 1 3 4 ① 2

成年男子 18 1 → 1 ① 3 2 4 少年男子 3 → 1 ① 4 3 2

成年女子 18 1 → 1 3 2 ① － 少年女子 1 → 3 ③ ① 4 ②

少年男子 18 1 → 1 2 3 ① － 成年男子 3 2 → 2 3 ① ② 4

少年女子 18 1 → 1 3 2 ① － 成年女子 3 2 → 2 ① 3 ② 4

成年男子 5 2 → 2 ② 3 ① 3 少年男子 3 2 → 2 ② 3 4 ①

少年男子 5 2 → 2 ② 4 ① 3 少年女子 3 2 → 2 ① 3 ② 4

成年男子 ６人制 12 1 → 1 ① 3 3 2 50m3×40M 1 3 → 3 4 ② ① ③

成年女子 ６人制 12 1 → 1 3 2 ① 3 50mP60M K20M 1 2 → 3 ③ ① ② 4

少年男子 12 2 → 2 3 4 ① ② 10ｍ S60M･P60M 1 → 3 4 ① ② ③

少年女子 12 2 → 2 3 ② 4 ① AP60M 1 1 → 1 4 ① 2 3

成年男子 競技 5 1 → 1 4 3 2 ① CP60M CP30M → ストレート ストレート ストレート ストレート

成年女子 競技 5 2 → 1 ① 2 3 4 50m3×20W P60W 1 2 → 2 ① 3 ② －

競技 5 → 2 ① 3 ② 4 10m S40W・P40W 2 → ストレート ストレート ストレート ストレート

新体操 → AP40W 1 1 → 1 2 ① 3 4

競技 5 3 → 3 ① ② ③ 4 BR S40W T60W →

新体操 7 3 → 2 ② 3 ① 4 10mS60JM 2 → ストレート ストレート ストレート ストレート

成年男子 12 1 → 1 ① 3 2 3 BR S60JM S30JM 1 2 → 2 4 ② ① 3

成年女子 12 → 1 ① 2 3 3 BP40JM 1 2 → 2 ② 3 ① 4

少年男子 1 → ストレート ストレート ストレート ストレート 10mS40JW 1 → 2 ② 3 ① 4

少年女子 12 1 → 1 ① 2 3 3 BRS40JW S20JM 1 2 → 2 4 ② ① 3

成年男子 9 3 → 3 ③ 4 ① ② BP40JW 1 1 → 1 2 3 ① 4

少年男子 → ストレート ストレート ストレート ストレート 成年男子 → ストレート ストレート ストレート ストレート

成年男子 15 2 → 2 ① 4 3 ② 成年女子 3 1 → 1 3 4 ① 2

成年女子 15 1 → 2 3 4 ② ① 少年男子 5 1 → 1 3 2 ① 4

少年男子 15 2 → 2 ① 4 3 ② 少年女子 5 1 → 1 4 2 ① 3

少年女子 15 2 → 2 ① 4 3 ② 成年男子 ※ﾌﾞﾛｯｸ間代表決定戦 10 1 → 1 ① 4 3 2

成年男子 6 1 → 1 4 2 3 ① 少年男子 23 1 → 1 ① 3 2 3

成年女子 6 1 → 1 2 4 ① 3 成年男子 ﾘｰﾄﾞ･ﾎﾞﾙﾀﾞﾘﾝｸﾞ → ストレート ストレート ストレート ストレート

少年男子 6 → 1 ① 4 2 3 成年女子 ﾘｰﾄﾞ･ﾎﾞﾙﾀﾞﾘﾝｸﾞ 2 1 → 1 3 2 ① －

少年女子 1 → ストレート ストレート ストレート ストレート 少年男子 ﾘｰﾄﾞ･ﾎﾞﾙﾀﾞﾘﾝｸﾞ 2 2 → 2 3 ② ① －

375 66 69 27 9 20 13 少年女子 ﾘｰﾄﾞ･ﾎﾞﾙﾀﾞﾘﾝｸﾞ 2 1 → 1 2 3 4 ①

211 62 65 20 13 27 5

83 - 18 = ↑

7

静岡 三重

○数字は通過順位を示す

12
ソフト
テニス

岐阜 三重 岐阜愛知

8

1

2

6

4

5

9

№

10

11

17

ﾗｸﾞﾋﾞｰ
ﾌｯﾄﾎﾞｰﾙ

成年男子

成年女子

少年男子

少年女子

24

21
ライフル

射撃

山岳

18
ソフト
ボール

小計② (15 馬術：自馬競技除く)

成年男子

少年女子

体操

種目

水泳

テニス

サッカー

競技名

成年女子

バレー
ボール

ハンド
ボール

バドミント
ン

柔道

20 弓道

22

ｳｴｲﾄ
ﾘﾌﾃｨﾝｸﾞ

バスケッ
トボール

少年女子

少年男子

19

23

剣道

ボクシン
グ

ボート

ホッケー

少年男子

　　小計①

国民体育大会第35回東海ブロック大会成績一覧表

15 馬術 17

参考
前年

種別 種目愛知 静岡

3

代表
選
手
数

参考
前年

種別
選
手
数

代表№

＜H26年度・岐阜県開催＞

競技名

13 卓球

16
フェンシ
ング

休 止

※

※



K-1（ｶﾔｯｸS） 1 2 → 2 ① ② － 3

C-1(ｶﾅﾃﾞｨｱﾝS) 1 2 → 2 ① 3 ② 4

ｽﾗﾛｰﾑ 1 2 → 2 ② 3 ① －

ﾜｲﾙﾄﾞｳｫｰﾀｰ 1 2 → 2 3 ② ① －

K-1（ｶﾔｯｸS） 1 2 → 2 3 ① ② 4

ｽﾗﾛｰﾑ 1 2 → 2 ② 4 ① 3

ﾜｲﾙﾄﾞｳｫｰﾀｰ 1 1 → 1 2 － ① －

K-1(ｶﾔｯｸS) 1 3 → 3 ① ③ ② 4 7 1 3 2 1

K-2(ｶﾔｯｸP) 2 1 → 1 ① 4 2 3 5 1 2 1 1

K-4(ｶﾔｯｸF) 4 1 → 6 1 3 1 1

C-1(ｶﾅﾃﾞｨｱﾝS) 1 2 → 2 ① 3 ② 4 18 3 8 4 3

C-2(ｶﾅﾃﾞｨｱﾝP) 2 1 → 1 ① 3 2 4

K-1(ｶﾔｯｸS) 1 2 → 2 ① ② 3 4

K-2(ｶﾔｯｸP) 2 1 → 1 ① 2 3 －

K-4(ｶﾔｯｸF) → 1 ① 3 2 －

成年男子 3 2 → 2 ② ① 3 4

成年女子 3 2 → 2 3 ① ② 4

少年男子 3 1 → 1 2 ① 3 4

少年女子 3 1 → 1 ① 2 4 3 【通過数及び出場枠占有率】

組手（個人･団体） → ストレート ストレート ストレート ストレート

形 1 2 → 2 4 3 ① ②

組手（個人･団体） → ストレート ストレート ストレート ストレート

形 1 3 → 2 ② 3 ① 4

組手（個人･団体） → ストレート ストレート ストレート ストレート

形 2 → ストレート ストレート ストレート ストレート

組手（個人･団体） → ストレート ストレート ストレート ストレート

形 1 3 → 2 3 ① 4 ②

成年男子 → ストレート ストレート ストレート ストレート

少年男子 4 1 → 1 － 2 － ①

トラップ → ストレート ストレート ストレート ストレート

スキート 6 3 → 3 ① ③ ② 4

成年女子 演技・試合 → ストレート ストレート ストレート ストレート 【通過数の内訳】

演技 4 → ストレート ストレート ストレート ストレート

試合 3 3 → 3 ① ③ 4 ②

成年男子 4 2 → 2 ② 3 ① 4

成年女子 4 2 → 2 ① ② 4 3

少年男子 2 3 → 3 ③ ① ② 4

少年女子 2 3 → 3 ① ③ 4 ②

成年男子 → ストレート ストレート ストレート ストレート

女子 → ストレート ストレート ストレート ストレート

少年男子 3 2 → 2 ① 3 4 ②

63 63 55 21 14 14 6

649 191 189 68 36 61 24

※東海大会を実施しない競技→水泳（競泳、飛込）、陸上、セーリング、レスリング、自転車、相撲

※平成20年 第29回大会から馬術（少年）団体障害をカウントに含む。

静岡

成年女子

27

種別

少年女子

銃剣道

成年男子

成年女子
三重

成年男子

（注1）各県欄の数字は順位。○数字が代表権獲得県。

少年男子

26
アーチェ
リー

カヌー25

少年女子

空手道

少年男子

静岡

2744

　　合計（①＋②＋③）

28

32 ゴルフ

ボウリン
グ

なぎなた

　　小計③

少年女子

31

クレー射
撃

30

29

65

静岡 岐阜 三重

岐阜

岐阜種目
選
手
数

競技名

成年男子　代表数

成年女子　代表数

代表 愛知

少　  　年　代表数

小　計

総　計
（合計＋※15 馬術）

207 71

愛知
※15 馬術：
　　　自馬競技代表数内訳

（注2）15 馬術：自馬競技は、国体への出場選手数を代表数として計算。

代表

○数字は通過順位を示す

愛知№ 代表
参考
前年

三重

愛知県 46 41% 18 29% 4 29% 68 36%

静岡県 19 17% 11 18% 6 43% 36 19%

岐阜県 39 35% 20 32% 2 14% 61 32%

三重県 9 8% 13 21% 2 14% 24 13%

合計 189種別

１位（突破率） ２位（突破率） ３位（突破率） 合計（突破率）

（馬術：自馬競技の４県枠除く）

通過枠合計

平成26年 長崎県 （第35回　予選通過） 68種目 (36.0%) 36種目 (19.0%) 61種目 (32.3%) 24種目 (12.7%) 189種目

平成25年 東京都 （第34回　予選通過） 66種目 (35.3%) 39種目 (20.9%) 60種目 (32.1%) 22種目 (11.8%) 187種目

平成24年 岐阜県 （第33回　予選通過） 75種目 (49.3%) 48種目 (31.6%) 29種目 (19.1%) 152種目

平成23年 山口県 （第32回　予選通過） 68種目 (35.2%) 34種目 (17.6%) 63種目 (32.6%) 28種目 (14.5%) 193種目

平成22年 千葉県 （第31回　予選通過） 62種目 (33.0%) 43種目 (22.9%) 61種目 (32.4%) 22種目 (11.7%) 188種目

平成21年 新潟県 （第30回　予選通過） 67種目 (35.4%) 39種目 (20.6%) 62種目 (32.8%) 21種目 (11.1%) 189種目

平成20年 大分県 （第29回　予選通過） 70種目 (36.5%) 45種目 (23.4%) 52種目 (27.1%) 25種目 (13.0%) 192種目

平成19年 秋田県 （第28回　予選通過） 64種目 (37.2%) 44種目 (25.6%) 41種目 (23.8%) 23種目 (13.4%) 172種目

平成18年 兵庫県 （第27回　予選通過） 69種目 (38.1%) 47種目 (26.0%) 42種目 (23.2%) 23種目 (12.7%) 181種目

三重県国　　体（ブロック予選） 愛知県 静岡県 岐阜県

開催県（全種別参加）

①通過 11 10 8 11
②通過 5 3 6 3
③通過 2 0 1 1
①通過 4 3 6 5
②通過 3 2 2 4
③通過 3 0 1 2
①通過 9 12 10 7
②通過 7 6 3 1
③通過 0 1 0 1
①通過 3 1 3 2
②通過 4 1 3 5
③通過 1 0 0 0

合計 52 39 43 42

17%

15

成年男子 成年女子 少年男子 少年女子

8

13

5

2

15

9

6

35%

19%

15% 7

35%

21%

14%

静岡県

三重県

11

愛知県 33%

13%

5%

岐阜県 16 31% 19 49% 13 30% 9 21%

36%

26%

18

10



b. 第69回国民体育大会 
期 間：本大会    平成26年10月12日～10月22日 
          但し、水泳・カヌー競技会は9月7日～ 9月14日 
場  所：長崎県 
参加者：三重県選手団    383名 
成  績：男女総合（天皇杯）  32位・ 834.0点（第69回冬・本大会） 

女子総合（皇后杯）  38位・ 438.0点（第69回冬・本大会） 
 

競技別成績（天皇杯） 
第69回国民体育大会男女総合成績競技別一覧（入賞競技15） 

競技順位 競 技 名 競技得点 参加点 合 計 

1  テニス 42.0 10.0 52.0 

2 山岳 63.0 10.0 73.0 

5 レスリング 39.5 10.0 49.5 

5 ウエイトリフティング 61.0 10.0 71.0 

6  ソフトテニス 35.0 10.0 45.0 

8  ハンドボール 35.0 10.0 45.0 

12  自転車競技 15.0 10.0 25.0 

13  ボウリング 24.0 10.0 34.0 

15  体操 15.0 10.0 25.0 

16  陸上競技 45.0 10.0 55.0 

22  水泳 28.5 10.0 38.5 

23  馬術 14.0 10.0 24.0 

27  ボート 6.0 10.0 16.0 

28  弓道 9.0 10.0 19.0 

38  ライフル射撃 2.0 10.0 12.0 

小計 15 競技 434.0 150.0 584.0 

スケート・アイスホッケー・スキー・サッカー・

ホッケー・ボクシング・バレーボール・バスケッ

トボール・セーリング・卓球・軟式野球・相撲・

フェンシング・柔道・ソフトボール・バドミント

ン・剣道・ラグビーフットボール・カヌー・アー

チェリー・空手道・銃剣道・クレー射撃・ゴルフ

・なぎなた 

25 競技 

250.0 250.0 

32 位 40 競技 434.0 400.0 834.0 

 
c. 第70回国民体育大会冬季大会 
〈スケート・アイスホッケー競技会〉 

期 間：平成27年1月28日～ 2月1日 

場  所：群馬県(渋川市) 
参加者：三重県選手団          5名（スケート競技会のみ参加） 
成  績：男女総合（天皇杯） 29位・ 20.0点（スケート･アイスホッケー競技会小計） 

〈スキー競技会〉 
期 間：平成27年2月20日～ 2月23日 
場  所：群馬県(片品村) 

参加者：三重県選手団         30名 
成  績：男女総合（天皇杯）  23位・ 10.0点（スキー競技会小計） 

 

 
 



  ○各種競技会への協力 

期   日 後援した大会名 開催地 

4月3日 第10回アーニモン新体操クラブ演技発表会 四日市市 

4月29日 第28回三重県なぎなた選手権大会 津市 

5月3日～5日 第36回JSCA東海ブロック長水路水泳競技大会 鈴鹿市 

5月10日 平成26年度 三重県中学生学校対抗ソフトテニス大会 鈴鹿市 

5月10日他 第17回三重県障がい者スポーツ大会各種大会 津市他 

5月24日 第45回全国ママさんバレーボール大会三重県予選会 伊賀市 

5月24日・25日 2014年スペシャルオリンピックス日本・三重夏季地区大会 鈴鹿市 

5月25日 第23回三重県武術太極拳フェスティバル 津市 

6月10日 第29回三重県ゲートボール選手権大会 四日市市 

6月14日 平成26年度 三重県中学生ソフトテニス選手権大会 鈴鹿市 

6月14日・15日・22日・

29日 

永和商事ウイングカップ2014 

第45回日本少年野球選手権大会・三重県支部予選大会 
四日市市他 

7月19日～21日 第66回中部日本卓球選手権大会 伊勢市 

7月20日 知事杯第1回三重県小中学生なぎなた選手権大会 津市 

7月29日～31日 平成26年度東海中学校総合体育大会各種競技  県内各地 

8月3日 第38回伊勢湾オープンヨットレース大会 津市 

8月8日～9日 第44回東海ジュニア体操競技・新体操選手権大会 四日市市 

8月12日～14日 第44回中部日本地区選抜中学軟式野球大会 
愛知県/ 

名古屋市 

8月18日 第10回三重テレビカップ ジュニアゴルフ大会 鈴鹿市 

8月30日～31日 第16回「ろうきん杯三重県学童軟式野球大会」 松阪市 

9月11日～16日 天皇賜杯 第70回全日本軟式野球大会 四日市市他 

9月17日～18日・22日 ソニー生命カップ第36回全国レディーステニス大会 鈴鹿市 

9月23日～28日他 第18回コカ・コーライーストジャパンカップ 三重県ママさんバレーボール大会 四日市市他 

9月28日 2014年NBクレスカップ総合武道大会 鈴鹿市 

10月5日 第18回コカ・コーライーストジャパンカップ 三重県ママさんバレーボール大会 志摩市 

10月12日 2014お伊勢さん全日本男女混合綱引大会 伊勢市 

10月11日 平成26年度三重県中学生新人ソフトテニス選手権大会 鈴鹿市 

10月11日～12日 平成26年度東海中学校総合体育大会 陸上競技 伊勢市 

10月18日～19日 第39回三重県ママさんバレーボール決勝大会 上野市 

10月25日～26日 第30回全日本ゲートボール選手権大会 四日市市 

10月26日 第10回全国ジュニア自転車競技大会 四日市市 

11月5日～9日 2014 第9回全国ﾌﾞﾛｯｸ選抜 U-12体操競技選手権大会 四日市市 

11月15日 平成26年度東海中学校総合体育大会 駅伝 四日市市 



11月15日～16日 第16回オールマスターズスイミングフェスティバルin三重 鈴鹿市 

11月16日 第37回東海なぎなた大会 津市 

11月16日 第7回 和道会三重県空手道競技大会 四日市市 

11月24日 第29回三重県選抜ゲートボール大会 伊勢市 

12月6日 第17回三重県障がい者スポーツ大会・ボウリング 津市 

12月13日～14日 第33回東海高校弓道選抜大会 岐阜市 

12月14日 平成26年度第6回三重県知事賞三重県ｼﾞｭﾆｱｿﾌﾄﾃﾆｽｼﾝｸﾞﾙｽ選手権大会 鈴鹿市 

12月21日 第9回東海地区中学生弓道選手権大会 
愛知県/ 

名古屋市 

1月17日～18日 第31回東海地区ボウリング選手権大会 津市 

2月7日～8日 三笠宮賜杯第63回中部日本ｽｹｰﾄ競技・ｱｲｽﾎｯｹｰ競技大会：ｽﾋﾟｰﾄﾞｽｹｰﾄ競技 
長野県/ 

岡谷市 

2月21日～22日 三笠宮賜杯第63回中部日本ｽｹｰﾄ競技・ｱｲｽﾎｯｹｰ競技大会：ｱｲｽﾎｯｹｰ競技 
長野県/ 

長野市 

2月21日・22日・28日 平成26年度 第19回東海高等学校選抜ラグビーフットボール大会 鈴鹿市 

3月7日～8日 
三笠宮賜杯第63回中部日本ｽｹｰﾄ競技・ｱｲｽﾎｯｹｰ競技大会：ﾌｨｷﾞｭｱｽｹｰﾄ競

技 

長野県/ 

岡谷市 

3月14日 第11回アーニモン新体操クラブ演技発表会 四日市市 

3月26日～28日 第26回都道府県対抗全日本中学生ソフトテニス大会 伊勢市 

3月27日～30日 第60回記念全国私立高等学校女子ソフトボール選抜大会 熊野市 

3月27日～30日 第8回春季全日本小学生女子ソフトボール大会 尾鷲市他 

 
(ｸ) スポーツ顕彰事業 
 

a. 平成26年度(公財)三重県体育協会表彰式の実施 
第69回国民体育大会及び平成26年(暦年)に各種競技会で活躍した選手・監督(個人)を表彰し

た。 

(a) 国民体育大会賞(別記名簿参照) 
選手、監督 99名 
表彰式 平成26年11月18日(火) プラザ洞津 2階「飛翔の間」 

 
(b) 体育協会表彰 

      ①表彰式 平成27年2月17日(火) ロワレ21鈴鹿 

・体育功労者(別記名簿参照) 1名 
・特別優秀選手及び特別優秀監督、特別優秀チーム(別記名簿参照) 14名、1チーム 
・優秀選手及び優秀監督、優秀チーム(別記名簿参照) 97名、6チーム 

※平成13年度から本協会表彰と三重県スポーツ賞表彰を合同で実施している。 
 

(ｹ) スポーツ安全保険普及事業 

公益財団法人スポーツ安全協会の委託を受けて、スポーツ及び社会教育活動に伴う傷害事故、

賠償責任事故の補償を行うスポーツ安全保険の加入を促進し、加入者が安心して活動ができる

ようにするとともに、これら活動グループの育成及び円滑化を図った。 

 
a. スポーツ安全保険加入促進事業 

       スポーツ安全保険の加入受付及び手続きを行った。 総加入数：149,558名 

 



b. スポーツ活動等の普及奨励及び事故防止の推進事業 
スポーツ安全保険の普及啓発のため、市町等関係機関へ広報グッズ（文具）を配布するとと

もに、市町広報紙への掲載依頼をした。 

また、下記の「スポーツ活動等の安全指導・事故防止に関するセミナー」を開催した。 
(a) 事 業 名：伊賀市バレーボール協会 合同練習会 
  期  日：平成26年9月15日（日） 

  参加者数：99名   会場：三重県立名張桔梗が丘高等学校（体育館） 
(b) 事 業 名：テーピング講習会 
  期  日：平成26年12月13日（日） 

  参加者数：28名   会場：楠公民館 
 

(ｺ) 加盟団体との連携強化 

 
a. 第12回三重県スポーツ人の集い 

本県のスポーツに携わる指導者、選手及び行政関係者が一堂に会し、スポーツを取り巻く様

々な環境や諸問題について協議し、各分野での相互理解と連携を深めるため、講演会と懇親会

を開催した。 
期  日：平成27年 2月17日(水) 

会  場：ロワレ21鈴鹿 
参加者数：141名 
内  容：講演会・懇親会 

演 題「スポーツが目指すもの」 
講 師 山口 香 氏 

（筑波大学大学院体育系准教授、ソウル五輪女子柔道銅メダリスト、(公

財)日本オリンピック委員会理事、(公財)全日本柔道連盟監事、(公財)日
本バレーボール協会理事、東京都教育委員） 

 

ｲ. 施設管理運営事業（公益事業2） 
  指定管理者の指定を受けて管理運営する、県営鈴鹿スポーツガーデン及び県営総合競技場は平成

26年度から平成30年度の第三期指定期間の初年度が終了し、県立鈴鹿青少年センターについては第

三期指定管理期間の平成25年度～平成29年度までの2年目が経過した。 
 また、県営松阪野球場においては、本協会が指定管理施設として平成26年度から30年度までの指

定を受け初年度が経過した。 

各施設においては、これまで培ったノウハウを活かし利用拡大を図るとともに、県の中核施設と

しての使命を果たすべく、関係団体と利用調整を通じて大会等の円滑な運営を行った。さらには、

地域に根ざしたスポーツ・生涯学習の拠点施設として、施設の特徴を活かし、利用者ニーズに応じ

た多種多様なスポーツプログラムや生涯学習及び体験型プログラムを提供した。 
県民に施設を知ってもらうため、施設名称を冠した主催大会と無料開放イベント等を開催し、地

域に愛される施設運営を心がけ、利用者の増員に向けた取り組みを行った。 

 
a. 鈴鹿スポーツガーデン施設利用促進事業 

(a) 詳細資料（別添） 

 
b. 総合競技場施設利用促進事業 

(a) 詳細資料（別添） 

 
c. 鈴鹿青少年センター施設利用促進事業 

(a) 詳細資料（別添） 

 
d. スポーツマンハウス鈴鹿施設利用促進事業 

本協会が保有する当施設の六期目の運営業務は、安心・安全で利用しやすい宿泊施設を目指

して管理運営に取り組んだ。当施設設置の目的である鈴鹿スポーツガーデンの合宿利用のニー



ズに応える宿泊施設としての利用を促進するために「宿泊SPパック」、セミナーや研修での

利用に「ゆったり温泉宿泊パック」、温泉と昼食がセットになった「ゆったり温泉日帰りパッ

ク」と3つのプランを設定した。 

なお、旅行代理店の仲介及びウェブ予約により、より一層の集客を目指した。 
広報活動としては、従来の大学等へのダイレクトメールに加えて地域のフリーペーパーに鈴

鹿スポーツガーデンと合わせて利用広告を掲載し、近隣の利用者の掘り起こしを進めた。また、

三重県体育協会の加盟団体へのパンフレットを送付し、利用の呼びかけをおこなった。 
 (a) 管理運営業務委託 

・委 託 期 間  平成26年4月1日から平成27年3月31日 

・委 託 先  株式会社シャンピア  
(b) 詳細資料（別添） 
 

e. 松阪野球場施設利用促進事業 
(a) 詳細資料（別添） 

 

(2) 収益事業 
ｱ. スポーツ施設等の利便性を向上させる事業（収益事業1） 

(ｱ) 自動販売機設置事業 

第三期指定管理期間を契機に自販機業者の入札を行い、本協会の自己財源確保と施設利用者

への利便を図るとともに、指定管理者として指定を受けた施設（鈴鹿スポーツガーデン、総合

競技場、松阪野球場）のサービス向上のために自動販売機設置事業を行った。 

 
ｲ. その他公益目的事業の推進に資する事業（収益事業2） 

(ｱ) 広告事業 

 本協会のその他の公益目的事業の推進目的を遂行するにあたり、安定的かつ恒常的に財源の

確保を得るため広告事業を実施した。 
 本年度は、本協会のホームページへバナー広告掲載を募り、3事業者からの申込みがあった。 

 
２．法人運営 
 

 (1) 会議の開催 
ｱ. 評議員会 3回 

回数     期 日       場 所             審 議 事 項                                 

1 26.6.19(木) 
プラザ洞津 

孔雀の間 

1.平成25年度(公財)三重県体育協会事業報告及び財務諸表並びに監

査報告について 

2.(公財)三重県体育協会役員改選について 

2 27.1.23(金) 
プラザ洞津 

高砂の間 

1.(公財)三重県体育協会定款の変更(事業追加)について 

2.(公財)三重県体育協会定款の変更(代表理事の複数制等)について 

3.(公財)三重県体育協会役員の勤務及び報酬等に関する規程の改正に

ついて 

3 27.3.23(月) 
プラザ洞津 

高砂の間 

1.平成26年度(公財)三重県体育協会補正予算書について 

2.平成27年度(公財)三重県体育協会事業計画及び収支予算書について 

3(公財)三重県体育協会新役員の選任について 

 

 
 
 

 
 
 

 



ｲ. 理事会  4回 

回数     期 日       場 所             審 議 事 項                                 

1 26.6.5(木) 
プラザ洞津 

孔雀の間 

1.平成25年度(公財)三重県体育協会事業報告及び財務諸表並び

に監査報告について 

2.(公財)三重県体育協会役員改選について 

3.(公財)三重県体育協会評議員候補者の推薦について 

4.(公財)三重県体育協会諸規程の改正について 

5.施設管理事務所長の任用について  

2 26.6.19(木) 
プラザ洞津 

孔雀の間 

1.(公財)三重県体育協会役員について 

 ①会長(代表理事)の選定 

 ②副会長(業務執行理事)の選定 

 ③専務理事(業務執行理事)の選定 

2.(公財)三重県体育協会専門委員会委員の選任について 

3.(公財)三重県体育協会名誉役員の選任について 

4.平成26年度国民体育大会等本部役員について 

3 27.1.9(金) 
プラザ洞津 

末広の間 

1.(公財)三重県体育協会定款の変更(事業追加)について 

2.(公財)三重県体育協会定款の変更(代表理事の複数制等)につい

て 

3.(公財)三重県体育協会諸規程の改正について 

4.(公財)三重県体育協会常勤役員報酬の改定について 

5.平成26年度(公財)三重県体育協会表彰者被表彰者について 

6.太陽光発電のための「屋根貸し」事業について 

7.(公財)三重県体育協会臨時評議員会の招集について 

4 27.3.16(月) 
プラザ洞津 

末広の間 

1.平成26年度(公財)三重県体育協会補正予算書について 

2.平成27年度(公財)三重県体育協会事業計画及び収支予算書につ

いて 

3.(公財)三重県体育協会新役員の推薦について 

4.(公財)三重県体育協会会長、副会長、理事長、副理事長及び常

務理事の選定について 

5.名誉役員の選任について 

6.専門委員会委員の選任について 

7.施設管理事務所長の任用について 

8.(公財)三重県体育協会定時評議員会の招集にいて 

 
 

(2) 財政の充実 
ｱ.  本協会の目的である「県民総スポーツ」の普及と競技人口拡大の実現に向け、三重県、三重県教

育委員会、本協会加盟団体及び関係機関の協力を得て諸事業を推進するにあたり、財政面での安定

した運営基盤を確立するため、保有資産の効率的で安全な運用に努めた。 
基本財産の運用については、国債及び地方債を平均利率（年）約1.40％で行った。 

ｲ. 本協会が実施する諸事業に賛同された県内外企業等130団体（個人含む）からの賛助金として、 

2,560,000円、県内29市町から5,487,039円の協力を得た。また、相互連携しているスポーツ安全協

会三重県支部から260,000円の広告協賛を得た。 
 

(3) 広報 
ｱ. スポーツ活動の情報提供 

本県スポーツの普及振興に資するため、各種大会で活躍した選手・チームの成績をインターネッ

トにおいて発信し、啓発宣伝を行った。 
ｲ. 法人のディスクロージャー 

公益法人としての社会責務を果たすため、インターネット上において財務諸表等の情報開示を行

った。 



ｳ. 各種報告書の刊行 
本協会の事業に関わる冊子等を次のとおり作成・配布した。 
・スポーツ医・科学MIE第22巻 
 

 
 



順
位

監督　徳丸　真史、金山　敦思

監督　田嶋　則之

監督　鈴木　隆博

監督　垂髪　隆一

監督　蛭川　健司

監督　田嶋　則之

テ ニ ス

山 岳
( ボ ル ダ リ ン グ ）

6 体 操 監督　栩原　　洋

順
位

種　別 監督氏名 所　　属

ウエイトリフティング 成年男子 石井　伸子 亀山高校

ウエイトリフティング 成年男子 石井　伸子 亀山高校

ウエイトリフティング 少年男子 石井　伸子 亀山高校

ウエイトリフティング 少年男子 石井　伸子 亀山高校

ウエイトリフティング 少年男子 石井　伸子 亀山高校

レ ス リ ン グ 成年男子 橋爪　幸彦 朝明高校

レ ス リ ン グ 成年男子 橋爪　幸彦 朝明高校

レ ス リ ン グ 少年男子 藤波　俊一 いなべ総合学園高校

レ ス リ ン グ 少年男子 藤波　俊一 いなべ総合学園高校

陸 上 競 技 少年男子A
小池　弘文
松尾　大介

宇治山田商業高校
近畿大学工業高専

陸 上 競 技 少年女子A
小池　弘文
松尾　大介

宇治山田商業高校
近畿大学工業高専

水 泳 （ 競 泳 ） 少年男子B
芝原　一平
八田　知宏

尾鷲高校
津田学園高校

水 泳 （ 飛 込 ） 成年男子 池田　庸祐 稲生高校

レ ス リ ン グ 少年男子 藤波　俊一 いなべ総合学園高校

ゴ ル フ 少年男子 鈴木　啓二 伊賀白鳳高校

陸 上 競 技 成年男子
小池　弘文
松尾　大介

宇治山田商業高校
近畿大学工業高専

陸 上 競 技 少年男子A
小池　弘文
松尾　大介

宇治山田商業高校
近畿大学工業高専

ボ ー ト 成年男子 伊藤　大輔 相可高校

ウエイトリフティング 少年男子 石井　伸子 亀山高校

ウエイトリフティング 少年男子 石井　伸子 亀山高校

自 転 車 競 技 成年男子 山崎　達生 ｽﾎﾟﾙﾃｯｸ

馬 術 成年女子 中村　勇 北勢ﾗｲﾃﾞｨﾝｸﾞﾌｧｰﾑ

水 泳 （ 飛 込 ） 成年男子 池田　庸祐 稲生高校

ウエイトリフティング 少年男子 石井　伸子 亀山高校

自 転 車 競 技 少年男子 百々　敦史 朝明高校

馬 術 成年男子 中村  　勇 北勢ﾗｲﾃﾞｨﾝｸﾞﾌｧｰﾑ

陸 上 競 技 成年男子
小池　弘文
松尾　大介

宇治山田商業高校
近畿大学工業高専

陸 上 競 技 少年男子A
小池　弘文
松尾　大介

宇治山田商業高校
近畿大学工業高専

水 泳 （ 競 泳 ） 少年男子A
芝原　一平
八田　知宏

尾鷲高校
津田学園高校

レ ス リ ン グ 成年男子 橋爪　幸彦 朝明高校

レ ス リ ン グ 成年男子 橋爪　幸彦 朝明高校

レ ス リ ン グ 少年男子 藤波　俊一 いなべ総合学園高校

相 撲 成年男子 石川　元司 水産高校

水 泳 （ 競 泳 ） 成年男子
芝原　一平
八田　知宏

尾鷲高校
津田学園高校

水 泳 （ 競 泳 ） 成年女子
芝原　一平
八田　知宏

尾鷲高校
津田学園高校

陸 上 競 技 少年男子共通
小池　弘文
松尾　大介

宇治山田商業高校
近畿大学工業高専

ウエイトリフティング 成年男子 石井　伸子 亀山高校

自 転 車 競 技 成年男子 山崎　達生 ｽﾎﾟﾙﾃｯｸ

馬 術 成年男子 中村　　勇 北勢ﾗｲﾃﾞｨﾝｸﾞﾌｧｰﾑ

陸 上 競 技 少年男子A
小池　弘文
松尾　大介

宇治山田商業高校
近畿大学工業高専

陸 上 競 技 少年男子B
小池　弘文
松尾　大介

宇治山田商業高校
近畿大学工業高専

陸 上 競 技 少年女子共通
小池　弘文
松尾　大介

宇治山田商業高校
近畿大学工業高専

ラ イ フ ル 射 撃 成年男子 葛原　誠二 津警察署

陸 上 競 技 成年女子
小池　弘文
松尾　大介

宇治山田商業高校
近畿大学工業高専

陸 上 競 技 少年男子共通
小池　弘文
松尾　大介

宇治山田商業高校
近畿大学工業高専

ウエイトリフティング 成年男子 石井　伸子 亀山高校

自 転 車 競 技 少年男子 百々　敦史 朝明高校

5

個人戦 滝田　　真 志摩高校

2

個人戦 加藤　勇希 津田学園高校

河野　隆太

伊藤　稔真

ｽﾌﾟﾘﾝﾄ 下岡　将也

ｸﾞﾚｺﾛｰﾏﾝｽﾀｲﾙ96kg級

棒高跳

鈴鹿工業高専

CP30M

日本体育大学
《津田学園高校》

85kg級ｸﾘｰﾝ&ｼﾞｬｰｸ 山門　正宜
名古屋産業大学
《四日市中央工業高校》

8

400m 大月菜穂子
京都教育大学
《 桑名高校 》

朝明高校

九州国際大学
《 四日市工業高校 》

走高跳 加藤健太郎

94kg級ｸﾘｰﾝ&ｼﾞｬｰｸ 太田　悠斗

津警察署

自由形100m

加藤　穂高

山梨学院大学
《いなべ総合学園高校》

専修大学
《いなべ総合学園高校》

いなべ総合学園高校

いなべ総合学園高校

村上　和基

ﾌﾘｰｽﾀｲﾙ74kg級

ﾄｯﾌﾟｽｺｱ

伊丹玲於奈

伊丹玲於奈

四日市工業高校

四日市工業高校

小林　祐馬

髙橋　侑希

公益財団法人三重県体育協会

北勢ﾗｲﾃﾞｨﾝｸﾞﾌｧｰﾑ

中部電力㈱
《津高校》

四日市工業高校

ﾌﾘｰｽﾀｲﾙ50kg級

1kmﾀｲﾑ･ﾄﾗｲｱﾙ

ﾌﾘｰｽﾀｲﾙ55kg級

ﾌﾘｰｽﾀｲﾙ66kg級

走高跳

+105kg級ｽﾅｯﾁ

ﾌﾘｰｽﾀｲﾙ57kg級

藤田　雄大

ﾊﾝﾏｰ投 雪岡　野絵

飛板飛込

高飛込

山北　渓人

阪本　祐也

川村  正輝

藤波　勇飛

朝明高校

公益財団法人三重県体育協会

宇治山田商業高校

栁川　友章

北勢ﾗｲﾃﾞｨﾝｸﾞﾌｧｰﾑ

高士　拓也

中村　　勇

宇治山田商業高校

中村　　勇

伊賀白鳳高校

北勢ﾗｲﾃﾞｨﾝｸﾞﾌｧｰﾑ

自由形400m

ｸﾞﾚｺﾛｰﾏﾝｽﾀｲﾙ71kg級

ｸﾞﾚｺﾛｰﾏﾝｽﾀｲﾙ130kg級

濱口　祐志

朝明高校

国体総合馬術

62kg級ｸﾘｰﾝ&ｼﾞｬｰｸ

中央大学
《朝明高校》

中林　麻奈 相可高校

金谷　優気

田尾優里香

下　　史典

三重大学

中京大学
《四日市西高校》

栁川　友章

四日市工業高校

氏　　名
所　　属

＜ふるさと登録＞

四日市工業高校

ソ フ ト テ ニ ス

少年女子（全三重）

少年女子（三重高校）

少年男子（全三重）

62kg級ｸﾘｰﾝ&ｼﾞｬｰｸ 坂　　典泰

団体種目

少年女子（全三重）

第69回国民体育大会三重県選手団入賞一覧表

少　　　　年　　　　の　　　　部

少年男子（四日市工業高校）

成　　　　年　　　　の　　　　部

ボ ウ リ ン グ

テ ニ ス

1

走幅跳

衛藤　　昂

競　技　名

野村　智也

77kg級ｽﾅｯﾁ

種　　目

松尾　侑亮

弓 道
（ 近 的 ）

大紀町立大宮中学校ﾊﾞﾀﾌﾗｲ100m

海星高校

鈴鹿国際大学

亀山高校

早稲田大学
《桑名高校》

東浦　貫太

四日市工業高校

清水　大輔

中村　洋子

宇治山田商業高校

いなべ総合学園高校

筑波大学
《鈴鹿市立白子中学校》

九州共立大学
《鳥羽高校》

ハ ン ド ボ ー ル

個人種目

愛敬彰太郎

ｼﾝｸﾞﾙｽｶﾙ

ﾊﾝﾏｰ投

監督　伊藤　貴明

62kg級ｽﾅｯﾁ 坂　　典泰

少年女子（全三重）

少年女子（全三重）

62kg級ｽﾅｯﾁ

4

+105kg級ｸﾘｰﾝ&ｼﾞｬｰｸ 川村  正輝

成年男子（全三重）

1
山 岳
（ リ ー ド ）

監督　徳丸　真史、金山　敦思

山 岳
（ボルダリング）

成年男子（相好体操ｸﾗﾌﾞ）

宇治山田高校

3

成年男子（全三重）

村上　和基

2

3

ﾀﾞｰﾋﾞｰ

亀山高校

宇治山田商業高校

3000m 塩澤　稀夕

7

5000m

野村　智也

6

ｹｲﾘﾝ

澤　　幸照

伊賀白鳳高校

松本　諒太

監督　松尾　浩志

三段跳

4km速度競走

平泳ぎ100m

77kg級ｸﾘｰﾝ&ｼﾞｬｰｸ

400m

直江　航平400m



№ 役員 名前 ふりがな
年
齢

性
別 備考

三重県体育協会
元理事

森川　繁彦 もりかわ・しげひこ 69 男 第2条第1号ｱ

三重県スキー連盟
元会長

森川　繁彦 もりかわ・しげひこ 69 男 第2条第1号ｲ
国民体育大会へ35回以上、選手、コーチ、監督として出場して入賞者を輩出し、平成16年度からは三重県ス
キー連盟会長として、10年間に渡りその職を全うするため、選手強化に尽力された。

副会長：平成13年度～平成15年度
会長：平成16年度～平成25年度

功　績

 平成26年度（公財）三重県体育協会表彰被表彰者・被表彰チーム名簿

（表彰対象期間：H26.1.1～H26.12.31）

在任期間（年度）

体育功労者賞（表彰規程第２条第１号関係）

平成8年度から平成17年度での5期・10年を本協会理事として務め、本協会の運営に貢献された。 理事：平成8年度～平成17年度

1

 



№ 競技名 名前 ふりがな
年
齢

性
別

所属 大会名･種目 成績 開催期間 開催地 該当規程条項 備考

1 水泳 阪本　祐也 さかもと・ゆうや 14 男
日本

(大紀町立大宮中学校　3年）
第6回ジュニアパンパシフィック大会

100ｍバタフライ
出場

平成26年8月27日
～

平成26年8月31日
アメリカ 第2条3号ア

3年連続
JOCｼﾞｭﾆｱｵﾘﾝﾋﾟｯ
ｸｶｯﾌﾟ優勝

2 水泳 柿市衣里奈 かきいち・えりな 22 女
日本

（日本体育大学クラブ）
第17回アジア競技大会　水球競技 2位

平成26年9月18日
～

平成26年10月4日
韓国 第2条3号イ

国際大会
3位以内入賞

3 陸上競技 藤田　尊大 ふじた・たかひろ 19 男 鈴鹿工業高等専門学校　4年
第49回全国高等専門学校体育大会

陸上競技　男子400ｍ 優勝 平成26年8月21日 高知県 第2条3号ア 3年連続

4 テニス 西岡　良仁 にしおか・よしひと 19 男
日本

（ヨネックス）
第17回アジア競技大会

テニス競技　男子シングルス 優勝
平成26年9月25日

～
平成26年9月30日

韓国 第2条3号イ
国際大会
3位以内入賞

5 レスリング 成國　大志 なりくに・たいし 17 男
日本

（いなべ総合学園高校　2年）
2014年アジア・カデット選手権大会

レスリング競技　男子フリースタイル　54ｋｇ級
2位

平成26年5月8日
～

平成26年5月11日
タイ 第2条3号イ

全国高校選抜大
会優勝　他

6 レスリング 伊藤　彩香 いとう・あやか 21 女
日本

（至学館大学　4年）
2014年ゴールデングランプリ決勝大会

レスリング競技　女子58ｋｇ級
3位 平成26年7月26日 アゼルバイジャン 第2条3号イ

国際大会
3位以内入賞

7 レスリング 稲垣　和 いながき・のどか 10 女
四日市ジュニアレスリングクラブ

（四日市市立大矢知興譲小学校　4年)

平成26年度
ジュニアクイーンズカップ・レスリング選手権大会

小学3・4年の部　26ｋｇ級
優勝 平成26年4月6日 東京都 第2条3号ア 3年連続

8 ハンドボール 原　　希美 はら・のぞみ 19 女
日本

（三重バイオレットアイリス）
第17回アジア競技大会

ハンドボール競技
2位

平成26年9月19日
～

平成26年10月4日
韓国 第2条3号イ

国際大会
3位以内入賞

9 馬術 中村　　勇 なかむら・いさむ 50 男 北勢ライディングファーム
国民体育大会　馬術競技

15回出場、9回入賞
9回入賞

平成11年9月
～

平成26年9月
各都道府県 第2条3号ア 国体9回入賞

10 馬術 奥西　真弓 おくにし・まゆみ 31 女
日本

（名張乗馬クラブ）
第17回アジア競技大会

馬術競技　馬場馬術団体戦
2位

平成26年9月20日
～

平成26年9月23日
韓国 第2条3号イ

国際大会
3位以内入賞

11 柔道 前島　圭佑 まえじま・けいすけ 19 男 近畿大学工業高等専門学校 5年
第49回全国高等専門学校体育大会

柔道競技　男子90ｋｇ級
優勝 平成26年8月30日 愛媛県 第2条3号ア 3年連続

12 ソフトボール 山根佐由里 やまね・さゆり 24 女
日本

（トヨタ自動車）
第14回世界女子ソフトボール選手権大会 優勝

平成26年8月15日
～

平成26年8月26日
オランダ 第2条3号イ

国際大会
3位以内入賞

13 山岳 義村　　萌 よしむら・もえ 17 女
日本

（津東高校　3年）
ＩＦＳＣワールドカップ印西大会

クライミング競技　リード
出場

平成26年10月25日
～

平成26年10月26日
千葉県 第2条3号ア

3年連続
第69回国民体育
大会優勝

特別優秀選手賞（表彰規程第2条第3号関係）
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1 水泳 村上　和基 むらかみ・かずき 25 男
ＪＳＳ白子

（(公財)三重県体育協会）
第17回アジア競技大会
飛込競技　男子高飛込

出場
平成26年9月29日

～
平成26年10月3日

韓国 第2条2号イ

2 陸上競技 小林　雄一 こばやし・ゆういち 25 男
日本

（ＮＴＮ㈱）
第1回世界リレー選手権大会
陸上競技　男子4×200ｍＲ

出場 平成26年5月24日 バハマ 第2条2号イ

3 陸上競技
エドワード・
ワウエル

えどわーど・
わうえる

24 男 ＮＴＮ㈱
第58回全日本実業団対抗駅伝競走大会

陸上競技　男子　第2区
優勝 平成26年1月1日 群馬県 第2条2号ア

4 陸上競技 衛藤　　昂 えとう・たかし 23 男
日本

（筑波大学大学院　1年）
第17回アジア競技大会

陸上競技　男子　走高跳
出場 平成26年9月29日 韓国 第2条2号イ

※平成21年度
第98回日本陸上競技選手
権大会優勝

5 陸上競技 中村　匠吾 なかむら・しょうご 22 男
日本

（駒沢大学　4年）
第21回世界ハーフマラソン

男子　ハーフマラソン
出場 平成26年3月29日 デンマーク 第2条2号イ ※平成25年度

6 陸上競技 諏訪　達郎 すわ・たつろう 20 男 中央大学　2年
第83回日本学生陸上競技対校選手権大会

男子　4×100ｍＲ
優勝 平成26年9月6日 埼玉県 第2条2号ア

7 陸上競技 愛敬彰太郎 あいきょう・しょうたろう 20 男 早稲田大学　2年
第98回日本陸上競技選手権リレー競技大会

男子4×400ｍＲ
優勝 平成26年11月2日 神奈川県 第2条2号ア

8 陸上競技 下　　史典 しも・ふみのり 18 男 伊賀白鳳高校　3年
男子第65回全国高等学校駅伝競走大会

男子　第1区
優勝 平成26年12月21日 京都府 第2条2号ア

9 陸上競技 外岡　拓磨 とのおか・たくま 18 男 伊賀白鳳高校　3年
男子第65回全国高等学校駅伝競走大会

男子　第5区
優勝 平成26年12月21日 京都府 第2条2号ア

10 陸上競技 加藤健太郎 かとう・けんたろう 18 男 鈴鹿工業高等専門学校　3年
第49回全国高等専門学校体育大会

陸上競技　男子　走高跳
優勝 平成26年8月21日 高知県 第2条2号ア

11 陸上競技 直江　航平 なおえ・こうへい 17 男 宇治山田商業高校　2年
第8回日本ユース陸上競技選手権大会

男子　400ｍ
優勝 平成26年10月3日 愛知県 第2条2号ア

12 陸上競技 高島　由香 たかしま・ゆか 26 女 デンソー
第34回全日本実業団対抗女子駅伝競走大会

陸上競技　第3区
優勝 平成26年12月14日 宮城県 第2条2号ア

13 陸上競技 坂倉　杏奈 さかくら・あんな 20 女 鹿屋体育大学　1年
第30回日本ジュニア陸上競技選手権大会

女子　やり投
優勝 平成26年10月3日 愛知県 第2条2号ア

14 陸上競技 山添玲央菜 やまぞえ・れおな 17 女 近畿大学工業高等専門学校　3年
第49回全国高等専門学校体育大会

陸上競技　女子　走幅跳
優勝 平成26年8月21日 高知県 第2条2号ア

15 陸上競技 濵田　恵里奈 はまだ・えりな 18 女 松阪商業高校　2年
第8回日本ユース陸上競技選手権大会

女子　ハンマー投
優勝 平成26年10月3日 愛知県 第2条2号ア

16 陸上競技 須川　真衣 すがわ・まい 12 女 一志Ｂｅａｓｔ
第30回全国小学生陸上競技交流大会

女子6年　100ｍ
優勝 平成26年8月23日 神奈川県 第2条2号ア

17 テニス 山村　豊彦 やまむら・とよひこ 47 男 みさとテニスクラブ
第76回テイジン全日本ベテランテニス選手権’14

男子45歳以上シングルス
優勝

平成26年9月27日
～

平成26年10月8日
愛知県 第2条2号ア

優 秀 選 手 賞（表彰規程第2条第2号関係） ※＝特別優秀選手受賞済者
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18 テニス 山佐　　輝 やまさ・ひかる 17 男 四日市工業高校　3年
平成26年度全国高等学校総合体育大会

テニス競技　男子ダブルス
優勝

平成26年8月2日
～

平成26年8月8日
東京都 第2条2号ア

19 テニス 島袋　　将 しまぶくろ・しょう 17 男 四日市工業高校　2年
ＪＯＣジュニアオリンピックカップ

第35回全日本ジュニア選抜室内テニス選手権大会
男子シングルス

優勝
平成26年12月11日

～
平成26年12月14日

兵庫県 第2条2号ア
全国高等学校総合体育大
会優勝

20 テニス 藤本三佐代 ふじもと・みさよ 51 女 チアーズ
第76回テイジン全日本ベテランテニス選手権’14

女子50歳以上ダブルス
優勝

平成26年9月27日
～

平成26年10月8日
愛知県 第2条2号ア

21 レスリング 河野　隆太 こうの・りゅうた 27 男 鈴鹿国際大学
2014年全国社会人オープン選手権大会

男子の部　グレコローマンスタイル130ｋｇ級
優勝 平成26年11月22日 神奈川県 第2条2号ア

22 レスリング 高橋　侑希 たかはし・ゆうき 21 男 山梨学院大学　3年
明治杯平成26年度全日本選抜レスリング選手権大会

男子フリースタイル　57ｋｇ級
優勝

平成26年6月14日
～

平成26年6月15日
東京都 第2条2号ア ※平成21年度

2014世界選手権出場　他

23 レスリング 松尾　侑亮 まつお・ゆうすけ 18 男 専修大学　1年
第69回国民体育大会

レスリング競技　成年男子フリースタイル74ｋｇ級
優勝

平成26年10月12日
～

平成26年10月16日
長崎県 第2条2号ア

24 レスリング 藤波　勇飛 ふじなみ・ゆうひ 18 男
日本

（いなべ総合学園高校　3年）
2014年アジア・ジュニア選手権大会

レスリング競技　男子フリースタイル　66ｋｇ級
2位

平成26年6月5日
～

平成26年6月8日
モンゴル 第2条3号イ

※平成21年度
全国高校選抜大会優勝
他

25 レスリング 藤田　雄大 ふじた・ゆうだい 17 男 いなべ総合学園高校　2年
第57回全国高等学校選抜レスリング大会

男子フリースタイル　55ｋｇ級
優勝

平成26年3月28日
～

平成26年3月29日
新潟県 第2条2号ア

26 レスリング 基山仁太郎 もとやま・じんたろう 15 男
四日市市立内部中学校　3年

（四日市ジュニアレスリングクラブ）

平成26年度第5回東京都知事杯
全国中学選抜レスリング選手権大会

男子の部　59ｋｇ級
優勝

平成26年11月23日
～

平成26年11月24日
東京都 第2条2号ア ※平成19年度

27 レスリング 宇戸平莞爾 うどひら・かんじ 13 男
津市立久居中学校　1年

（一志ジュニアレスリング教室）

平成26年度第5回東京都知事杯
全国中学選抜レスリング選手権大会

男子の部　35ｋｇ級
優勝

平成26年11月23日
～

平成26年11月24日
東京都 第2条2号ア

28 レスリング 弓矢　暖人 ゆみや・はると 13 男
いなべレスリングクラブ

（いなべ市立石槫小学校　6年）
第18回全国少年少女選抜レスリング選手権大会

小学6年の部　39ｋｇ級
優勝

平成26年3月8日
～

平成26年3月9日
東京都 第2条2号ア

29 レスリング 山口　太一 やまぐち・たいち 12 男
鳥羽ジュニアレスリングクラブ
（鳥羽市立鳥羽小学校　6年）

平成26年度第31回全国少年少女レスリング選手権大会
小学生の部　6年生　36ｋｇ級

優勝
平成26年7月25日

～
平成26年7月27日

東京都 第2条2号ア
全国少年少女選抜レスリン
グ選手権大会　優勝

30 レスリング 太田　匠海 おおた・たくみ 12 男
四日市ジュニアレスリングクラブ
（四日市市立桜台小学校　6年）

平成26年度第31回全国少年少女レスリング選手権大会
小学生の部　6年生　50ｋｇ級

優勝
平成26年7月25日

～
平成26年7月27日

東京都 第2条2号ア
全国少年少女選抜レスリン
グ選手権大会　優勝

31 レスリング 工藤　大知 くどう・だいち 11 男
一志ジュニアレスリング教室

（津市立一志西小学校　4年）
第18回全国少年少女選抜レスリング選手権大会

小学4年の部　45ｋｇ級
優勝

平成26年3月8日
～

平成26年3月9日
東京都 第2条2号ア

32 レスリング 山際　航平 やまぎわ・こうへい 11 男
四日市ジュニアレスリングクラブ

（四日市市立笹川東小学校　6年）
平成26年度第31回全国少年少女レスリング選手権大会

小学生の部　6年生　28ｋｇ級
優勝

平成26年7月25日
～

平成26年7月27日
東京都 第2条2号ア

※平成24年度
全国少年少女選抜レスリ
ング選手権大会　優勝

33 レスリング 向田　旭登 むかいだ・あきと 10 男
四日市ジュニアレスリングクラブ
（四日市市立泊小学校　4年）

第18回全国少年少女選抜レスリング選手権大会
小学4年の部　26ｋｇ級

優勝
平成26年3月8日

～
平成26年3月9日

東京都 第2条2号ア

34 レスリング 土性　沙羅 どしょう・さら 20 女
日本

（至学館大学　2年）
2014世界レスリング選手権大会

女子69ｋｇ級
2位

平成26年9月10日
～

平成26年9月12日
ウズベキスタン 第2条3号イ

※平成18年度
2014ｱｼﾞｱﾚｽﾘﾝｸﾞ選手権
大会優勝　他

35 レスリング 向田　真優 むかいだ・まゆ 17 女
ＪＯＣエリートアカデミー
（安部学院高校　2年）

2014ユース・オリンピックレスリング競技会
女子52ｋｇ級

優勝 平成26年8月26日 中国 第2条3号イ ※平成20年度
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36 レスリング 奥野　春菜 おくの・はるな 15 女
日本

（久居高校　1年）
2014世界カデットレスリング選手権大会

女子の部　52ｋｇ級
3位

平成26年7月17日
～

平成26年7月18日
スロバキア 第2条3号イ

※平成20年度
全国高等学校総合体育大
会優勝　他

37 レスリング 稲垣　柚香 いながき・ゆずか 13 女
津市立一志中学校　1年

（一志ジュニアレスリング教室）

平成26年度
第40回全国中学生レスリング選手権大会

女子の部　37ｋｇ級
優勝

平成26年6月7日
～

平成26年6月8日
茨城県 第2条2号ア

※平成25年度
全国少年少女選抜レスリ
ング選手権大会　優勝

38 レスリング 山本　和佳 やまもと・のどか 12 女
一志ジュニアレスリング教室
（津市立上野小学校　6年）

平成26年度第31回全国少年少女レスリング選手権大会
女子の部　6年生　+45ｋｇ級

優勝
平成26年7月25日

～
平成26年7月27日

東京都 第2条2号ア
全国少年少女選抜レスリン
グ選手権大会　優勝

39 レスリング 中西　美結 なかにし・みゆ 11 女
一志ジュニアレスリング教室

（松阪市立伊勢寺小学校　6年）
平成26年度第31回全国少年少女レスリング選手権大会

女子の部　6年生　29ｋｇ級
優勝

平成26年7月25日
～

平成26年7月27日
東京都 第2条2号ア

全日本女子オープンレスリ
ング選手権　優勝

40 レスリング 藤波　朱理 ふじなみ・あかり 11 女
いなべレスリングクラブ

（四日市市立下野小学校　5年）
平成26年度第31回全国少年少女レスリング選手権大会

女子の部　5年生　33ｋｇ級
優勝

平成26年7月25日
～

平成26年7月27日
東京都 第2条2号ア

※平成25年度
全国少年少女選抜レスリ
ング選手権大会　優勝

41 レスリング 弓矢　紗希 ゆみや・さき 10 女
いなべレスリングクラブ

（いなべ市立石槫小学校　4年）
平成26年度第31回全国少年少女レスリング選手権大会

女子の部　4年生　24ｋｇ級
優勝

平成26年7月25日
～

平成26年7月27日
東京都 第2条2号ア

42 レスリング 森川　晴凪 もりかわ・はるな 10 女
一志ジュニアレスリング教室

（津市立一志西小学校　4年）
平成26年度第31回全国少年少女レスリング選手権大会

女子の部　4年生　28ｋｇ級
優勝

平成26年7月25日
～

平成26年7月27日
東京都 第2条2号ア

43 レスリング 吉田　千沙都 よしだ・ちさと 8 女
一志ジュニアレスリング教室
（津市立大三小学校　2年）

平成26年度第31回全国少年少女レスリング選手権大会
小学生の部　2年生　25ｋｇ級

優勝
平成26年7月25日

～
平成26年7月27日

東京都 第2条2号ア

44 レスリング 吉田　七名海 よしだ・ななみ 8 女
一志ジュニアレスリング教室

（津市立一志西小学校　2年）
平成26年度第31回全国少年少女レスリング選手権大会

小学生の部　2年生　20ｋｇ級
優勝

平成26年7月25日
～

平成26年7月27日
東京都 第2条2号ア

45 レスリング 小川　凜佳 おがわ・りんか 8 女
四日市ジュニアレスリングクラブ
（四日市市立日永小学校　2年）

平成26年度ジュニアクイーンズカップレスリング選手権大会
小学生の部　1・2年　21ｋｇ級

優勝 平成26年4月6日 東京都 第2条2号ア

46 ウエイトリフティング 坂　　典泰 ばん・のりやす 26 男
みえバーベルクラブ
（四日市工業高校）

内閣総理大臣杯
第51回全日本社会人ウエイトリフティング選手権大会

69ｋｇ級
優勝 平成26年11月22日 和歌山県 第2条2号ア

※平成25年度
第69回国民体育大会
優勝

47 ウエイトリフティング 伊丹玲於奈 いたみ・れおな 17 男 四日市工業高校　3年
第69回国民体育大会

ウエイトリフティング競技　少年男子
62ｋｇ級　スナッチ　クリーン＆ジャーク

優勝 平成26年10月15日 長崎県 第2条2号ア ※平成25年度

48 ウエイトリフティング 栁川　友章 やながわ・ともあき 16 男 亀山高校　1年
第69回国民体育大会

ウエイトリフティング競技　少年男子
77ｋｇ級　スナッチ

優勝 平成26年10月16日 長崎県 第2条2号ア

49 ウエイトリフティング 横山太偉雅 よこやま・たいが 15 男 鈴鹿市立大木中学校　3年
平成26年度　第28回全国男子中学生

ウエイトリフティング競技選手権大会　+94ｋｇ級
優勝 平成26年8月22日 岐阜県 第2条2号ア

50 ウエイトリフティング 高林　拓斗 たかばやし・ひろと 14 男 鈴鹿市立創徳中学校　3年
平成26年度　第28回全国男子中学生

ウエイトリフティング競技選手権大会　50ｋｇ級
優勝 平成26年8月22日 岐阜県 第2条2号ア

51 ウエイトリフティング 増田　竜星 ますだ・りゅうせい 13 男 鈴鹿市立白鳥中学校　2年
平成26年度　第28回全国男子中学生

ウエイトリフティング競技選手権大会　69ｋｇ級
優勝 平成26年8月22日 岐阜県 第2条2号ア

52 ウエイトリフティング 石井　未来 いしい・みく 15 女 亀山高校　1年
平成25年度　第29回全国高等学校

ウエイトリフティング競技選抜大会　女子69ｋｇ級
優勝 平成26年3月28日 石川県 第2条2号ア



№ 競技名 名前 ふりがな
年
齢

性
別

所属 大会名･種目 成績 開催期間 開催地 該当規程条項 備考

53 ハンドボール 加藤　夕貴 かとう・ゆき 22 女
日本

（三重バイオレットアイリス）
第22回世界学生ハンドボール選手権大会 出場

平成26年8月3日
～

平成26年8月10日
ポルトガル 第2条2号イ

54 ハンドボール 多田　仁美 ただ・ひとみ 22 女
日本

（三重バイオレットアイリス）
第22回世界学生ハンドボール選手権大会 出場

平成26年8月3日
～

平成26年8月10日
ポルトガル 第2条2号イ

55 ハンドボール 岩見　佳音 いわみ・かのん 18 女
日本

（三重バイオレットアイリス）
第5回女子ユース世界選手権大会

ハンドボール競技
出場

平成26年7月20日
～

平成26年8月3日
マケドニア 第2条2号イ

56 ソフトテニス 内田　理久 うちだ・りく 16 男 三重高校　1年
第9回ジュニアジャパンカップ

ソフトテニス競技　U-17男子ダブルス
優勝

平家26年11月14日
～

平成26年11月17日
宮崎県 第2条2号ア

57 ソフトテニス 西岡真里華 にしおか・まりか 18 女 三重高校　3年
平成26年度全国高等学校総合体育大会

ソフトテニス競技　女子個人戦
優勝

平成26年7月27日
～

平成26年7月28日
千葉県 第2条2号ア

58 ソフトテニス 橋本　新菜 はしもと・にいな 18 女 三重高校　3年
平成26年度全国高等学校総合体育大会

ソフトテニス競技　女子個人戦
優勝

平成26年7月27日
～

平成26年7月28日
千葉県 第2条2号ア

59 ソフトテニス 大貫　　彩 おおぬき・さやか 16 女 三重高校　1年
第9回ジュニアジャパンカップ

ソフトテニス競技　U-17女子ダブルス
優勝

平成26年11月14日
～

平成26年11月17日
宮崎県 第2条2号ア

60 ソフトテニス 下地　真未 しもじ・まなみ 14 女 紀宝町立矢渕中学校　2年
平成25年度第25回都道府県対抗全日本中学生ソフトテニス大会

女子個人戦（ダブルス）
優勝 平成26年3月27日 三重県 第2条2号ア

61 ソフトテニス 土井あんず どい・あんず 14 女 紀宝町立矢渕中学校　2年
平成25年度第25回都道府県対抗全日本中学生ソフトテニス大会

女子個人戦（ダブルス）
優勝 平成26年3月27日 三重県 第2条2号ア

62 相撲 向中野真豪 むかいなかの・しんご 12 男
三重県相撲連盟

（伊勢市四郷小学校　6年）
第27回全日本小学生相撲優勝大会

6年生の部
優勝 平成26年12月7日 東京都 第2条2号ア

63 相撲 寺本　　鈴 てらもと・りん 11 女
津相撲クラブ

（四日市市立富田小学校　6年）
第17回全日本小学生女子相撲大会

6年生50ｋｇ以上60ｋｇ未満級
優勝 平成26年10月26日 鳥取県 第2条2号ア ※平成25年度

64 フェンシング 山田　　優 やまだ・まさる 20 男
日本

（日本大学　2年）
第17回アジア競技大会

フェンシング競技　エペ団体
2位

平成26年9月19日
～

平成26年10月4日
韓国 第2条3号イ ※平成25年度

65 フェンシング 柏木　慈理 かしわぎ・じり 14 男
日本

（三重中学校　3年）
2014フェンシングカデ欧州サーキットブルガリア大会

サーブル
出場

平成26年11月8日
～

平成26年11月9日
ブルガリア 第2条2号イ

66 フェンシング 山田あゆみ やまだ・あゆみ 22 女
日本

（日本大学　4年）
第17回アジア競技大会

フェンシング競技　エペ団体
3位

平成26年9月19日
～

平成26年10月4日
韓国 第2条3号イ ※平成25年度

67 柔道 内田　明邦 うちだ・あきくに 20 男 近畿大学工業高等専門学校　5年
第49回全国高等専門学校体育大会

柔道競技　男子73ｋｇ級
優勝 平成26年8月30日 愛媛県 第2条2号ア

68 柔道 田中　弘光 たなか・ひろみつ 19 男 近畿大学工業高等専門学校　5年
第49回全国高等専門学校体育大会

柔道競技　男子90ｋｇ超級
優勝 平成26年8月30日 愛媛県 第2条2号ア

69 柔道 中村　美希 なかむら・みき 19 女 近畿大学工業高等専門学校　5年
第49回全国高等専門学校体育大会

柔道競技　女子48ｋｇ級
優勝 平成26年8月30日 愛媛県 第2条2号ア ※平成24年度
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70 柔道 中村　　心 なかむら・しん 12 男
さざれ道場

（員弁郡東員町立神田小学校　6年）
平成26年度第11回全国小学生学年別柔道大会

小学6年生男子50ｋｇ超級
優勝 平成26年8月17日 岩手県 第2条2号ア

71 山岳 田嶋　瑞貴 たじま・みずき 14 男
日本

（津市立橋南中学校　2年）
ＩＦＳＣ世界ユース選手権ニューカレドニア

クライミング競技　ユースＢ　リード
出場

平成26年9月19日
～

平成26年9月23日
ニューカレドニア 第2条2号イ

72 山岳 田嶋あいか たじま・あいか 16 女
日本

（津高校　1年）
ＩＦＳＣワールドカップ　韓国木浦大会

クライミング競技　リード
出場

平成26年10月11日
～

平成26年10月12日
韓国 第2条2号イ

※平成24年度
第69回国民体育大会　優
勝

73 カヌー 樋口　周平 ひぐち・しゅうへい 17 男 桑名西高校　3年
平成26年度全国高等学校総合体育大会
カヌー競技　カナディアンシングル200ｍ

優勝
平成26年8月6日

～
平成26年8月10日

山梨県 第2条2号ア

74 なぎなた 田中　康介 たなか・こうすけ 32 男 三重県なぎなた連盟
第14回全日本男子なぎなた選手権大会

試合競技
優勝 平成26年12月6日 愛知県 第2条2号ア ※平成19年度

75 なぎなた 藤田　智也 ふじた・ともや 21 男 愛知淑徳大学　4年
第53回全日本学生なぎなた選手権大会

公開競技　男子個人の部
優勝

平成26年8月9日
～

平成26年8月10日
山口県 第2条2号ア

76 ボウリング 吉田　健大 よしだ・けんた 21 男
日本

（名古屋産業大学　3年）
第13回世界ユースボウリング選手権大会

男子4人チーム戦
3位

平成26年8月6日
～

平成26年8月15日
中国香港 第2条3号イ

※平成25年度
第52回全日本大学ボウリ
ング選手権大会　優勝

77 ボウリング 吉川　朋子 よしかわ・ともこ 61 女
日本

（三重県ボウリング連盟
鈴鹿コンドルクラブ）

第13回アジアシニア選手権大会
女子グランドシニア部門　フォープレーヤーズチーム

優勝
平成26年11月25日

～
平成26年12月3日

フィリピン 第2条3号イ ※平成25年度

78 ボウリング 柳川　穂波 やながわ・ほなみ 59 女
日本

（三重県ボウリング連盟
桑名クラブ）

第13回アジアシニア選手権大会
女子シニア部門　ダブルス

3位
平成26年11月25日

～
平成26年12月3日

フィリピン 第2条3号イ ※平成21年度

79 ボウリング 谷原　美来 たにはら・みらい 18 女 久居高校　3年
第47回全日本新人ボウリング選手権大会

少年女子の部　個人戦
優勝

平成26年10月24日
～

平成26年10月26日
山形県 第2条2号ア

80 日本拳法 別所　竜守 べっしょ・りょうま 15 男
津日本拳法会

（津市立一身田中学校　3年）
第32回全・日本拳法少年個人選手権大会

中学3年男子の部
優勝 平成26年9月14日 大阪府 第2条2号ア
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1 レスリング 弓矢　完二 ゆみや・かんじ 39 男 いなべレスリングクラブ 平成26年度第31回全国少年少女レスリング選手権大会
優勝者
の監督

平成26年7月25日
～

平成26年7月27日
東京都 第2条3号ア

3年連続
優秀選手　弓矢選手他の監督

№ 競技名 名前 ふりがな
年
齢

性
別

所属 大会名･種目 成績 開催期間 開催地 該当規程条項 備考

1 水泳 中井　克樹 なかい・かつき 24 男 大紀スイミングクラブ
第36回全国JOCジュニアオリンピックカップ

春季水泳競技大会
男子13～14歳　50ｍ、100ｍ、200ｍバタフライ

優勝者
の監督

平成26年3月27日
～

平成26年3月30日
東京都 第2条2号ア 特別優秀選手 阪本選手の監督

2 陸上競技 東　　宏明 あずま・ひろあき 42 男 一志Beast
第30回全国小学生陸上競技交流大会

女子6年　100ｍ
優勝者
の監督

平成26年8月23日 神奈川県 第2条2号ア 優秀選手　須川選手の監督

3 テニス 徳丸　真史 とくまる・まさし 36 男 四日市工業高校
平成26年度全国高等学校総合体育大会

テニス競技　男子ダブルス
優勝者
の監督

平成26年8月2日
～

平成26年8月8日
東京都 第2条2号ア 優秀選手　山佐選手・島袋選手の監督

4 レスリング 井阪　二郎 いさか・じろう 59 男 四日市ジュニアレスリングクラブ
平成26年度第31回全国少年少女レスリング選手権大会

小学生の部6年生　28ｋｇ級
優勝者
の監督

平成26年7月25日
～

平成26年7月27日
東京都 第2条2号ア

優秀選手　山際選手の監督
※平成19年度

5 レスリング 奥野　竜司 おくの・りゅうじ 50 男 一志ジュニアレスリング教室
平成26年度第31回全国少年少女レスリング選手権大会

小学生の部2年生　20ｋｇ級
優勝者
の監督

平成26年7月25日
～

平成26年7月27日
東京都 第2条2号ア

優秀選手　吉田選手他の監督
※平成21年度

6 レスリング 藤波　俊一 ふじなみ・としかず 50 男 いなべ総合学園高校
2014年アジア・ジュニアレスリング選手権大会

男子フリースタイル　66ｋｇ級
国際大会入
賞者の監督

平成26年6月5日
～

平成26年6月8日
モンゴル 第2条3号イ

優秀選手　藤波選手の監督
※平成21年度

7 レスリング 中村　吉元 なかむら・よしもと 40 男 鳥羽ジュニアレスリングクラブ
平成26年度第31回全国少年少女レスリング選手権大会

小学生の部6年生　36ｋｇ級
優勝者
の監督

平成26年7月25日
～

平成26年7月27日
東京都 第2条2号ア

優秀選手　山口選手の監督
※平成19年度

8 レスリング 箕浦　健太 みのうら・けんた 24 男 久居高校
平成26年度全国高等学校総合体育大会

レスリング競技　女子　52ｋｇ級
優勝者
の監督

平成26年8月4日
～

平成26年8月5日
神奈川県 第2条2号ア 優秀選手　奥野選手の監督

9 ウエイトリフティング 石井　伸子 いしい・のぶこ 41 女 亀山高校
第69回国民体育大会　ウエイトリフティング競技

成年男子　少年男子
優勝者
の監督

平成26年10月13日 長崎県 第2条2号ア 優秀選手　坂選手・伊丹選手・柳川選手の監督

10 ソフトテニス 垂髪　隆一 うない・りゅういち 63 男 三重高校
平成26年度全国高等学校総合体育大会

ソフトテニス競技　女子個人戦
優勝者
の監督

平成26年7月27日
～

平成26年7月28日
千葉県 第2条2号ア 優秀選手　西岡選手・橋本選手の監督

11 ソフトテニス 三木　充史 みき・みつひと 46 男 尾鷲市立尾鷲中学校
平成25年度第25回都道府県対抗全日本中学生ソフトテニス大会

女子個人戦（ダブルス）
優勝者
の監督

平成26年3月27日 三重県 第2条2号ア 優秀選手　下地選手土井選手の監督

12 相撲 椿本　治夫 つばきもと・はるお 62 男 津相撲クラブ
第17回全日本小学生女子相撲大会

6年生50ｋｇ以上60ｋｇ未満級
優勝者
の監督

平成26年10月26日 鳥取県 第2条2号ア 優秀選手　寺本選手の監督

13 相撲 角田　重樹 かくだ・しげき 47 男 三重県相撲連盟
第27回全日本小学生相撲優勝大会

6年生の部
優勝者
の監督

平成26年12月7日 東京都 第2条2号ア
優秀選手　向中野選手の監督
※平成25年度

優 秀 監 督 賞（表彰規程第2条第2号関係）　 ※＝特別優秀監督賞受賞済者

特 別 優 秀 監 督 賞（表彰規程第2条第3号関係）　



14 柔道 三好　紀孝 みよし・のりたか 44 男 近畿大学工業高等専門学校 第49回全国高等専門学校体育大会　柔道競技
優勝者
の監督

平成26年8月30日 愛媛県 第2条2号ア 優秀選手　内田選手他の監督

15 柔道 森部　幸泰 もりべ・ゆきやす 43 男 さざれ道場
平成26年度第11回全国小学生学年別柔道大会

6年生男子50ｋｇ超級
優勝者
の監督

平成26年8月17日 岩手県 第2条2号ア 優秀選手　中村選手の監督

16 カヌー 濱口　洋輔 はまぐち・ようすけ 27 男 桑名西高校
平成26年度全国高等学校総合体育大会
カヌー競技　カナディアンシングル200ｍ

優勝者
の監督

平成26年8月6日
～

平成26年8月10日
山梨県 第2条2号ア 優秀選手 樋口選手の監督

17 なぎなた 中島　由美子 なかじま・ゆみこ 33 女 三重県なぎなた連盟
第14回全日本男子なぎなた選手権大会

試合競技
優勝者
の監督

平成26年12月6日 愛知県 第2条2号ア 優秀選手　田中選手の監督



№ 競技名 チーム名 大　　会　　名 成績 開催期間 開催地 該当規程条項 
備考

(名簿別紙)

1 柔道 近畿大学工業高等専門学校
第49回全国高等専門学校体育大会

柔道競技　男子団体
優勝 平成26年8月30日 愛媛県 第2条3号ｱ

3年連続
監督1名
選手7名

優秀チーム賞（表彰規程第2条第2号関係）

№ 競技名 チーム名 大　　会　　名 成績 開催期間 開催地 該当規程条項 備考

1 陸上競技 デンソー 第34回全日本実業団対抗女子駅伝競走大会 優勝 平成26年12月14日 宮城県 第2条2号ア
監督1名
選手6名

2 テニス 長崎国体三重県チーム
第69回国民体育大会　テニス競技

男女総合成績（天皇杯）
優勝

平成26年10月13日
～

平成26年10月16日
長崎県 第2条2号ア

監督2名
選手4名

3 テニス 四日市工業高等学校
平成26年度全国高等学校総合体育大会

テニス競技　男子団体
優勝

平成26年8月2日
～

平成26年8月8日
東京都 第2条2号ア

監督1名
選手5名

第39回全日本高等学校選抜ソフトテニス大会
女子　団体戦

優勝
平成26年3月29日

～
平成26年3月30日

愛知県 第2条2号ア
監督1名
選手8名

平成26年度全国高等学校総合体育大会
ソフトテニス競技　女子団体戦

優勝 平成26年7月29日 千葉県 第2条2号ア
監督1名
選手8名

5 剣道 鈴鹿工業高等専門学校
第13回全国高等専門学校

女子剣道大会　団体戦
優勝 平成26年8月24日 香川県 第2条2号ア

監督1名
選手5名
※平成17年度

6 ボウリング 三重選抜
第69回国民体育大会

ボウリング競技　少年女子　団体戦
優勝

平成26年10月13日
～

平成26年10月16日
長崎県 第2条2号ア

監督1名
選手2名

特別優秀チーム賞（表彰規程第2条第3号関係）

ソフトテニス 三重高等学校4

※＝特別優秀チーム受賞済団体



平成26年度三重県営鈴鹿スポーツガーデン事業報告 

 

 平成26年度は、第3期指定管理者1年目にあたり、指定管理者で提案した事業計画及び本協会が制定した

「スポーツ振興計画」に基づき、県営スポーツ施設の役割を果たすべく、県民総スポーツの振興に一層努め

るとともに、健全な施設運営及び諸事業を積極的に推進するために次のとおり実施した。 

 

１ 利用の拡大・促進の取り組み 

（１）利用者サービスの向上 

① 平成26年度は、前年度まで施設毎に異なる営業形態であったものを全施設統一し、下記のとおり営

業を行った。 

なお、平成26年度は台風の上陸に伴う暴風警報の発令に伴い、延3日間営業を中止した。 

 

 

 

 

② 休業日を原則月 1 回とし、7 月と 12 月に集中的にメンテナンスを行うことで開館日数を増やした。

また、大会終了後は可能な限り開業時間を確保して一般開放を行った。 

③ 大会及び専用使用時のスムーズな運営を支援するため、大会や行事の事前調整及び開館時間前の特別

開場を行った。 

④ 通常時に来場者アンケートを実施し、施設運営の要望・スポーツ教室等の実施内容について意見を収

集した。集約した意見を全職員で検討し、速やかに対応できるものは実行し、施設改修など三重県体

育協会グループで対応できない要望については県へ報告した。 

 

（２）利用促進活動 

① リピーターに対するサービスの一環として、プール及び体育館トレーニング室定期券の販売を行っ

た。 

② 期間限定サービスの実施 

ア 通常の定期券にはない特典つきのウインターパスポートの販売を行った。 

イ 夏休み期間において、通常期は持ち込みが禁止されている浮輪などは、規定の範囲内であれば持

ち込みを許可した。 

③ PR活動の実施 

ア 関係自治体に対して、イベントスケジュールの情報提供を行うとともに、スポーツ教室の折り込

み広告を行った。 

イ スポーツ指導者講習会及びスポーツ講習会などの一般参加型イベントはホームページや場内に掲

出した。 

ウ 施設要覧を作成し、関係機関へ配布した。 

エ イベント実施前には、商圏範囲にある大規模団地等へのポスティング等を行い、来場促進活動を

行った。 

オ 従来は館内配布型であったガーデンニュースは、広報効率を考え市内各戸配布型フリーペーパー

への広告掲載に変更した。 

④ 企業福利厚生施設の一環として、各企業の互助会との提携を行い施設利用の利便を図った。 

⑤ シニア層のテニス愛好者の利用拡大・継続のため、シニアテニス大会の運営を支援した。 

 

施設名 4月～11月 12月～3月 

全施設 
（水泳場、庭球場、サッカー・ラグビー場、体育館） 

9:00～22:00 9:00～21:00 



２ 主催事業 

（１）ガーデンカップ大会 

本協会加盟の競技団体と連携し、多くの県民が気軽に誰でもが参加できるようガーデンカップ大会を

実施した。 

 

① ソフトテニス大会 

期  日：平成26年8月2日（土）、8月3日（日）・4日（月） 

対  象：小学生、中学生、高校生、一般、シニア 

参加人数：:小学生156名、中学生400名、高校生607名、一般144名 計1,307名  

② ラグビー大会 

期  日：平成26年8月2日（土） 

対  象：一般 

参加人数：120名（7チーム） 

③ 水泳大会 

期  日：平成26年9月14日（日） 

対  象：個人（児童･一般）で50m以上の泳力を有する者 

参加人数：520名（男子：324名・女子：196名） 

④ サッカー大会 

期  日：平成26年12月14日（日） 

対  象：各支部から推薦された小学6年生と中学1年生（男子） 

参加人数：283名 

⑤ テニス大会 

期  日：平成27年2月28日（土）、3月7日（土）～8日（日） 

対  象：一般、シニア（45歳以上、55歳以上、65歳以上男子） 

参加人数：494名 

⑥ フットサル大会 

期  日：平成26年12月6日（土） 

対  象：小学生（12歳以下） 

参加人数：347名 

 

（２）ガーデンフェスタ’14 

利用者の皆様への感謝と体育の日に因んで、施設の無料開放と参加型の各種イベント、健康チェック

や文化的な催しを競技団体や関係団体の協力を得て実施する予定であったが、台風 19 号の影響により

中止した。 

 

（３）指導者講習会【競技別】 

県内競技力向上の一環として、特定競技の指導者を対象として著名な指導者を招へいし、指導方法及

び指導力向上を目的とした講習会を実施した。 

開 催 日：平成27年2月7日（土） 

競  技：テニス 

講  師：徳丸真史（四日市工業高等学校教諭）他4名 

内  容：講習会、実技講習会（「Play＋Stay」の指導法の理解）、意見交換会等 

参加人数：68名 

 



（４）スポーツ講習会 

スポーツに取り組む機会の提供として、スポーツ講習会を実施した。 

①  トップロープクライミング体験会 

 開催日：平成26年6月7日（土）、6月28日（土）、9月6日（土）、9月21日（日） 計4回 

  内 容：トップロープクライミングの体験（登り方と確保の仕方） 

  延べ参加人数：21名 

② トップロープクライミング講習会 

  開催日：平成26年7月5日（土）、10月11日（土） 

内 容：リードロープクライミングの技術取得 

延べ参加人数：8名 

③ リードロープクライミング（資格認定講習） 

開催日：平成26年7月12日（土）～13（日）、10月25日（土）～26日（日） 

内 容：リードロープクライミングの実戦と技術認定 

延べ参加人数：7名 

④ スポーツ講習会 

開 催 日：平成27年3月21日（土） 

内  容：「ストレッチポールで痩せる体・日常生活での正しい姿勢の作り方」 

講  師：蓬田 和正（GOLD GYM トレーナー） 

参加人数：34名 

 

（５）スポーツ教室 

スポーツガーデン内の各施設を活用して多種多様なスポーツ教室を開催した。 

開催コース数： 366講座 

実申込者数： 4,489名 

延参加人数： 33,198名 

 

（６）ワンポイントレッスン 

入場券のみで参加できる、水泳ワンポイント、水中運動ワンポイントレッスン等を通年で実施した。 

水  泳：60回 771名 

水中運動：20回 301名 

レスキュースイミング：12回 59名 

トレーニング：30回 80名 

 

（７）スポーツサークル支援 

テニスコートの定期利用者の拡大を目的として、サークルの登録制度を設け、使用料の一括精算制度

や継続利用のための環境整備を行うなどサークル活動の支援を行った。また、登録サークルの連携と交

流活動推進のため、テニス交流戦を行い親睦と利用者の交流を図った。 
 
平成27年1月17日（土）参加チーム数：18チーム、参加者数：121名 

 

（８）地域スポーツ支援 

   平成 23 年度まで鈴鹿市からの受託事業として行っていた水中ウォーク教室が中止となったことを受

けて地域高齢者を対象とした水中ウォーク教室を主催事業として行った。 

 



３ 諸会議の開催 

（１）利用調整会議 

競技施設として大会等の円滑な運営と、大会により一般開放が制限されることから、大会終了後の一

般開放の拡大を図るため、関係競技団体等の参加のもと、使用期日の調整会議を開催した。 

水泳場：平成27年1月23日（金） 

庭球場：平成27年2月17日（火） 

サッカー・ラグビー場：平成26年12月12日（金） 

体育館：平成26年12月16日（火） 

 

（２）所内会議 

所内会議を毎月実施し、年度当初に計画した事業計画進捗度の確認と利用者の皆様から頂戴した苦

情・要望に対する対処、施設運営に係る事項について協議した。 

 

 

４ 施設管理 

（１）日常点検 

利用者に対して、良質で安全かつ清潔な施設を提供するため、清掃・始業前点検･器具備品点検・施

設点検を行い、異常箇所が見つかった場合は施設あるいは器具の使用中止の対応を取り、異常箇所の点

検と必要に応じた修理を速やかに行った。 

 

（２）月次点検 

4 施設（水泳場･庭球場･サッカー･ラグビー場･体育館）職員による、月次の設備備品の点検を行い、

物品数の確認と正常動作の確認を行った。 

 

 

５ リスクマネジメント 

（１）消防避難訓練 

災害発生時を想定した訓練を 6 月及び 12 月の場内整備時に職員・業務委託業者を交えて行った。訓

練では火災が発生したと想定し、消火用具を実際に用いて消火活動を行った。器具の使用方法を確認す

ることで、実際の現場で使える技術を習得し、職員全員が危機管理意識の再確認と職員のリスクマネジ

メントに対する認識を強化した。 

 

（２）危機管理マニュアルの作成 

職員・業務委託業者の緊急時連絡体制の整備及び緊急時･災害発生時に備えるための危機管理マニュ

アルを改訂し、業務委託事業者を含め全職員に配布し緊急時の対応に備えた。 

 

 

６ 施設整備 

（１）三重県地域連携部スポーツ推進局国体準備課直轄の施設整備として主に下記の補修･改修が実施さ

れた。 

① 水泳場／オゾン発生装置設備改修工事 

② 水泳場／雨樋防塵網取付工事 

③ 水泳場／メインプール空調ダンパー取替工事 

④ 水泳場／ろ過装置制御盤タッチパネル取替工事 



⑤  水泳場／CO2消火設備ダンパー取替工事 

⑥  水泳場／事務室LED化改修工事 

⑦  庭球場／非常灯バッテリー取替工事 

⑧  サッカー・ラグビー場／第3グラウンド人工芝公認改修工事 

⑨  体育館／トレーニング室トレッドミル更新 

 

（２）独自整備として下記の内容において自己財源で補修・改修工事を実施した。 

水泳場・庭球場／地下タンクピット油配管改修（約2,290千円） 

 

（３）修繕計画の要望 

中・長期的整備計画を策定し、計画の優先順位を定め県へ施設整備の要望を行った。 

 

 

７ 利用人数及び利用料金収入 

年度 利用者数 25 年度比較 利用料収入 25 年度比較 

H25 年度 

水泳場 219,977 名  52,368,800 円   

庭球場 98,689 名  24,641,000 円   

サッカー･ラグビー場 87,170 名  12,098,800 円   

体育館 80,616 名  15,552,290 円   

合  計 486,452 名  104,660,890 円   

H26 年度 

水泳場 217,364 名 △2,613 名 49,722,320 円 △2,646,480 円 

庭球場 98,621 名 △68 名 25,634,000 円 993,000 円 

サッカー･ラグビー場 93,764 名 6,594 名 13,183,040 円 1,084,240 円 

体育館 79,096 名  △1,520 名 15,454,270 円 △98,020 円 

合  計 488,845 名 2,393 名 103,993,630 円 △667,260 円 

 ◎全施設：台風19号の影響によるガーデンフェスタの中止に伴う利用人数の減 

水泳場：台風11号の影響による大会及び全面専用利用の中止及び個人利用者数の減少に伴う利用料収入

の減 

  庭球場：個人利用の増加、シェルターコートの稼働率の増加 

サッカー･ラグビー場：合宿による利用及び第3グラウンドの稼働率の増加、料金体制の見直し 

体育館：トレーニング室の利用者数は増加したが、アリーナの稼働率及び付帯設備利用が減少 

 

 

８ 職員研修、その他 

（１） 緊急時にスタッフが心肺蘇生法を行えるよう、心肺蘇生法講習会を開催し、職員及び委託事業所従

事者が受講した。 

 

（２）三重県及び関係機関が開催する各種講習会又は説明会に新人スタッフを中心に派遣し、スタッフの

資質向上に努めた。 



平成26度三重県営鈴鹿スポーツガーデン利用人数一覧表

メイン サブ 飛込 会議室

4月 3,855 2,798 487 3,030 7,850 18,020 4,974 2,304 212 7,490 0 4,420 235 400 2 5,057 3,524 1,607 5,131 35,698

5月 2,626 2,160 1,053 3,101 8,869 17,809 7,454 2,580 266 10,300 3,680 5,560 332 735 0 10,307 4,454 1,638 6,092 44,508

6月 3,249 3,356 475 1,747 9,554 18,381 5,998 2,339 174 8,511 2,880 3,635 215 444 10 7,184 3,104 1,768 4,872 38,948

7月 4,784 2,166 726 1,719 11,006 20,401 5,546 2,542 133 8,221 1,910 4,708 240 715 58 7,631 8,465 1,758 10,223 46,476

8月 5,660 1,442 871 1,959 13,322 23,254 8,861 3,011 400 12,272 520 5,240 280 555 7 6,602 4,808 1,713 6,521 48,649

9月 2,033 2,443 659 1,864 10,255 17,254 6,207 2,535 190 8,932 3,500 8,747 245 295 25 12,812 5,599 1,538 7,137 46,135

10月 1,680 2,925 958 1,711 8,874 16,148 5,447 2,247 144 7,838 0 4,718 125 110 26 4,979 3,859 1,565 5,424 34,389

11月 4,602 3,337 2,009 3,639 7,939 21,526 5,123 2,415 129 7,667 6,850 5,695 130 845 8 13,528 5,826 1,421 7,247 49,968

12月 4,785 1,320 1,549 2,785 5,857 16,296 4,345 2,271 168 6,784 680 5,095 0 0 0 5,775 6,923 1,284 8,207 37,062

1月 4,525 1,458 2,282 1,777 7,357 17,399 4,273 2,470 247 6,990 1,000 3,912 175 190 0 5,277 3,517 1,739 5,256 34,922

2月 3,308 1,573 515 2,078 7,017 14,491 3,883 2,041 79 6,003 1,580 5,590 265 776 0 8,211 3,598 1,667 5,265 33,970

3月 4,233 2,036 1,012 1,587 7,517 16,385 4,914 2,497 202 7,613 460 5,190 225 526 0 6,401 6,037 1,684 7,721 38,120

年合計 45,340 27,014 12,596 26,997 105,417 217,364 67,025 29,252 2,344 98,621 23,060 62,510 2,467 5,591 136 93,764 59,714 19,382 79,096 488,845

特記1：各施設の利用者数には減免利用者を含む

合計

アリーナクライミング会議室多目的

サッカー・ラグビー場

メイン サッカー場小計 体育館小計
個人
利用

体育館

サブ

専用利用

 個人利用 センターシェルター屋外

庭球場水泳場

水泳場
小計

庭球場
小計



平成26年度三重県営鈴鹿スポーツガーデン施設利用金収入一覧

メイン サブ 飛込 会議室

4月 923,500 537,000 201,000 247,300 1,963,750 3,872,550 1,394,400 785,200 65,000 2,244,600 0 805,200 34,200 42,700 2,400 884,500 763,630 243,840 1,007,470 8,009,120

5月 621,750 511,750 264,000 262,800 2,142,950 3,803,250 1,520,000 748,600 73,500 2,342,100 277,200 728,600 44,100 138,900 0 1,188,800 998,000 267,050 1,265,050 8,599,200

6月 821,250 672,500 180,000 220,320 2,450,900 4,344,970 1,281,900 816,200 38,100 2,136,200 151,500 545,480 31,200 132,100 2,800 863,080 970,500 278,560 1,249,060 8,593,310

7月 1,003,000 381,500 346,100 181,600 3,225,700 5,137,900 1,368,500 707,400 42,800 2,118,700 167,000 794,900 26,040 100,200 30,800 1,118,940 1,252,040 290,820 1,542,860 9,918,400

8月 1,099,000 285,000 300,600 179,000 3,810,700 5,674,300 1,640,900 868,600 49,800 2,559,300 174,300 1,073,700 35,100 100,300 1,400 1,384,800 1,406,450 278,180 1,684,630 11,303,030

9月 576,750 464,000 183,600 203,800 2,909,700 4,337,850 1,501,200 721,000 56,200 2,278,400 121,500 887,760 32,400 62,100 15,000 1,118,760 1,011,900 236,950 1,248,850 8,983,860

10月 471,500 521,000 207,000 181,500 2,287,500 3,668,500 1,459,500 673,200 38,100 2,170,800 0 897,300 23,400 5,800 27,400 953,900 836,930 245,100 1,082,030 7,875,230

11月 1,051,750 634,500 351,000 284,900 1,953,850 4,276,000 1,427,100 782,800 49,700 2,259,600 269,600 880,320 21,900 167,900 2,800 1,342,520 1,165,900 223,980 1,389,880 9,268,000

12月 1,022,750 242,500 319,500 278,800 1,487,600 3,351,150 1,054,200 636,600 47,600 1,738,400 178,100 872,000 19,500 121,100 0 1,190,700 1,137,700 211,750 1,349,450 7,629,700

1月 946,750 316,500 435,000 201,600 2,362,850 4,262,700 1,096,500 734,000 40,200 1,870,700 86,000 753,360 21,600 31,300 0 892,260 930,000 309,040 1,239,040 8,264,700

2月 785,250 291,500 198,000 240,300 1,254,600 2,769,650 1,052,100 633,200 27,900 1,713,200 122,500 759,660 26,100 123,700 0 1,031,960 760,600 271,340 1,031,940 6,546,750

3月 1,066,750 319,000 390,000 197,700 2,250,050 4,223,500 1,417,800 739,000 45,200 2,202,000 88,200 1,024,220 29,700 70,700 0 1,212,820 1,113,900 250,110 1,364,010 9,002,330

年合計 10,390,000 5,176,750 3,375,800 2,679,620 28,100,150 49,722,320 16,214,100 8,845,800 574,100 25,634,000 1,635,900 10,022,500 345,240 1,096,800 82,600 13,183,040 12,347,550 3,106,720 15,454,270 103,993,630

※収入に関する特記
特記1：水泳場電光掲示板使用料はメインプールに含む
特記2：水泳場会議室使用料には冷暖房を含む
特記3：サッカー場サブグラウンド使用料には照明使用料を含む
特記4：体育館アリーナには器具使用料、照明使用料、空調使用料を含む

サブ

庭球場 サッカー・ラグビー場 体育館

合計

体育館小計センター
個人
利用

シェルター 会議室 小計

水泳場

メイン 多目的 アリーナ

専用利用

 個人利用 小計 屋外 クライミング小計



平成26 年度 三重県営総合競技場事業報告 
 平成26年度は、第3期指定管理者の１年目にあたり、指定管理者で提案した事業計画及び本協会が制

定した「スポーツ振興計画」に基づき、県営スポーツ施設としての役割を果たすため、県民のスポーツ振

興に一層寄与するとともに、健全な施設運営を果たすために下記の諸事業を実施した。 

 また、平成27年度からの施設改修にあたり、施設使用者にその旨を周知し、利用にあたって支障をき

たさいないように努めた。 

 
１ 利用者の拡大・促進 
（１）利用者サービスの拡充 

① 競技場運営方針・利用目標を設け、利用者のサービスに努め、拡大に努力した。 

② 利用者の立場に立って施設の有効利用、積極的な応対・接遇を行い業務改善・管理運営に努

めた。 

③ 利用者との大会事前打ち合わせ及び定期的に利用者への説明会を実施し、スムーズな大会・

行事運営の支援に努めた。 

④ 提案箱、利用者アンケートを実施し、速やかに対応できるものは実行し、施設改修など三重

県体育協会グループで対応できないものについては、県へ報告・要望した。 

⑤ スポーツ教室参加者増の獲得に向け、広報活動の工夫と各サークルへの広報、クラブ化への

活動支援を行った。 

⑥ 大会の開催や学校の長期休業日の繁忙期には、施設休業日の開場を行い、利用者への利便を

図った。 

⑦ 4月から9月にかけて、陸上競技場の営業時間（17時～19時）の延長を行った。 

⑧ キャンセル発生時には、前回使用団体へ呼びかけ利用を促した。 

（２）利用促進について 

① 定期的利用を図るために、医師会・学校・企業訪問を行い、企業には福利厚生施設として利

用の周知に努めた。 

② スポーツ教室について、希望者の多い講座を追加し、12種目86講座を実施した。 

③ トレーニングセンター利用者の利便性を図るため、「1 ヶ月券・3 ヶ月券」を発行するととも

に、スポーツ教室参加者に無料券（1 回券）を配布して、トレーニングセンターの利用促進に

努めた。 

（３）広報活動について 

① 近隣市町への広報紙（折込みチラシ）報道機関へ利用状況及びスポーツ教室等の情報提供を

行った。 

② 行事スケジュール（競技場の主な大会一覧）を発行した。（500部×12月） 

③ ホームページに最新の大会スケジュール及び施設予約状況を提供した。 

④ 陸上競技場近隣市町の小・中・高校へ500部作成し延長時間の情報提供を行った。 

 

（４）職員の研修・視察 

① 各種講習会・研修会に参加し、職員の資質向上に努めた。 

   

２ 主催事業について 
（１）スポーツ教室を最近の県民の健康維持促進の要望に応え、前期（5月～7月）・中期（10月～12

月）・後期（1月～3月）の三期に分け12種目86講座を実施した。参加者は、延べ14,400名の参

加を得た。 

 

（２）三重県小学生及びその指導者を対象とした講習会を、三重陸上競技協会・日本陸上競技連盟と共

催で３月に開催した。本年度は、日本陸上競技連盟から講師を招聘し、三重陸上競技協会強化委員

及び皇學館大学陸上競技部員による、小学生対象のコントロールテスト及びブロック別実技講習並

びに練習を行った。また、指導者向け講習も同時に行った。【参加者415名】 

 



（３）第9回総合競技場感謝フェスティバル 

施設ＰＲとスポーツへの参加を促進するため、参加型イベントと施設の無料開放、フリーマー

ケットなどの感謝フェスティバルを行った。 

    ・ 期  日：平成26年9月23（火：祝日） 

・ 会  場：陸上競技場＝フリーマーケット（78店）・各種イベント（競技場無料開放・ 

骨密度測定・歯科相談・地震体験車・ふるまい市） 

競技場補助競技場＝少年ミニサッカー大会   

                           総参加者数 ： 7,200名 

 

（４）体力測定 

    トレーニングやダイエットに関する体力測定を行った。 

 

（５）第７回三重県営総合競技場杯ミックスダブルスバドミントン団体戦 

   ・ 大会を開催することにより、競技人口の拡大と施設活用をアピールした。 

・ 期  日 平成26年9月28日（日） 

                             参加者：40チーム・参加人数257名 

 

３ 施設管理・リスク対策について 
（１）利用者に対し良質な施設環境を提供するため、委託業務者による点検への立ち会い、設備の定期

点検以外に、巡回目視による危険・不良箇所の点検を随時行った。 

（２）危機管理マニュアルに基づき、緊急時への迅速な対応、連絡体制を強化した。リスク対策強化と

して救急講習等に参加し、職員の認識向上を図った。 

（３）大会や自主事業開催時を想定した総合的な消防訓練を実施した。 

 

４ 施設整備 
・ トレーニングセンターエアコン修理 

・ 体育館本館玄関スロープ及びフロア－改修工事 

  ・ 大型映像装置操作室機器修理 

  ・ 陸上競技機具修理 

  ・ トレーニング機器修理 

  ・ 体育館本館水栓柱漏水修理 

  ・ 競技場男子屋外トイレ漏水修理 

  ・ 体育館空気圧装置の修理 

・ 補助競技場男子トイレ修理 

・ 競技場円盤ハンマー投用囲修理 

・ 円盤・ハンマー投用囲いチェック（動作確認、ボルト、ワイヤー、ネット破損状況確認） 

・ ハードルバー修理他 

・ ゴールタイマー修理他 

・ トレーニングセンターコンセント修理 

・ 消防設備改修工事 

 ・ 駐車場バリカー修理 

 ・ 体育館誘導灯修理 

 ・ マイクロフォン修理 

 ・ 陸上競技フィールド電光掲示板修理 

 ・ 陸上競技スターティングブロック修理 

 ・ 競技場電話機修理 

 ・ 体育館玄関ヒンジ修理 

 ・ 陸上競技場玄関ヒンジ修理 

 ・ 掲示板修理 

 

 



５ その他  
   美し国三重市町対抗駅伝のゴール地点として、市町それぞれの襷をつないだ選手を激励するため、

県内各市町より駅伝関係者や多くの観客が競技場へ来場した。 

   また、競技場駐車場では県内の特産品を集めた物産市が開かれ、観客、地域住民が多数訪れ、賑わ

いを見せた。 

 
 
６ 利用者数及び利用料収入 

 

◎ 陸上競技場及び体育館利用者数・施設使用料増減について  

本年度は大規模大会の開催がなく、昨年度実施され大きな収入源となった遷宮関係の使用や三重

県警の使用がなくなり、利用者数・利用料収入とも大幅な減少が予測されたが、陸上競技場・体育

館の個人使用が大きく伸びたことにより、減少を最小限に食い止めることができた。 

また、トレーニングセンターの使用が健康意識の高まりもあり、前年度より利用者数 19.1％、

利用料収入で19.2％増加した。 

 

 

年度 利用者数 25年度比較 利用料収入 25年度比較 

 

H25年度 

競技場 217,784名  7,353,995円  

体育館 118,029名  15,995,100円  

トレーニング

センター 
32,866名  6,391,530円  

 合 計 368,679名  29,740,625円  

 

H26年度  

競技場 209,477名 △8,307名 7,136,205円 △217,790円 

体育館 102,300名 △15,729名 15,388,395円 △606,705円 

トレーニング

センター 
39,150名 6,284名 7,620690円 1,229,160円 

 合 計 350,927名 △17,752名 30,145,290円 404,665円 



(単位：人）

ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞｾﾝﾀｰ

陸上競技場 補助競技場 会議室 小計 本館 別館 会議室 小計 ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞｾﾝﾀｰ

4月 13,288 3,936 500 17,724 2,816 1,840 50 4,706 2,911 25,341

5月 11,433 783 1,146 13,362 5,478 1,966 48 7,492 3,212 24,066

6月 21,447 297 1,492 23,236 10,146 2,051 150 12,347 3,506 39,089

7月 32,327 1,889 1,233 35,449 3,350 1,869 98 5,317 3,583 44,349

8月 12,594 880 885 14,359 5,573 1,557 158 7,288 3,230 24,877

9月 13,423 1,307 827 15,557 6,109 1,677 322 8,108 3,274 26,939

10月 10,352 1,488 1,793 13,633 5,938 2,139 170 8,247 3,369 25,249

11月 1,411 1,490 1,436 4,337 7,333 2,546 140 10,019 3,022 17,378

12月 26,424 618 3,190 30,232 15,085 3,035 260 18,380 2,790 51,402

1月 893 116 1,564 2,573 3,874 1,793 60 5,727 3,126 11,426

2月 27,777 595 1,641 30,013 3,538 1,536 98 5,172 3,402 38,587

3月 5,877 1,010 2,115 9,002 6,836 2,345 316 9,497 3,725 22,224

合計 177,246 14,409 17,822 209,477 76,076 24,354 1,870 102,300 39,150 350,927

平成26年度　三重県営総合競技場　利用人数一覧表

陸　上　競　技　場 体　　育　　館

合　計



(単位：円）

ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞｾﾝﾀｰ

陸上競技場 補助競技場 会議室 小計 本館 別館 会議室 小計 ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞｾﾝﾀｰ

4月 525,590 132,140 67,790 725,520 613,040 311,130 6,240 930,410 591,300 2,247,230

5月 539,370 27,840 126,420 693,630 778,035 365,320 6,240 1,149,595 643,380 2,486,605

6月 647,410 21,760 169,500 838,670 1,020,740 399,860 49,430 1,470,030 650,120 2,958,820

7月 778,140 39,180 114,490 931,810 783,720 433,870 12,500 1,230,090 681,920 2,843,820

8月 630,240 57,980 257,040 945,260 1,254,060 518,810 28,580 1,801,450 656,170 3,402,880

9月 410,660 48,260 40,370 499,290 1,004,370 397,080 63,500 1,464,950 619,380 2,583,620

10月 269,265 34,560 177,520 481,345 934,585 353,140 35,150 1,322,875 630,960 2,435,180

11月 271,690 35,650 121,710 429,050 885,055 418,140 29,260 1,332,455 628,220 2,389,725

12月 273,860 15,510 195,200 484,570 759,010 307,480 40,820 1,107,310 491,990 2,083,870

1月 80,040 12,920 141,110 234,070 973,890 411,030 10,310 1,395,230 660,120 2,289,420

2月 184,880 14,130 162,280 361,290 761,180 366,390 18,870 1,146,440 662,980 2,170,710

3月 319,740 26,630 165,330 511,700 677,110 302,130 58,320 1,037,560 704,150 2,253,410

合計 4,930,885 466,560 1,738,760 7,136,205 10,444,795 4,584,380 359,220 15,388,395 7,620,690 30,145,290

平成26年度　三重県営総合競技場　施設使用料一覧表

陸　上　競　技　場 体　　育　　館

合　計



平成26年度三重県立鈴鹿青少年センター事業報告 

 

１，受け入れ事業 

・利用状況（※は指定管理者評価項目） 

   延利用人数 74,719 名（前年度比▲32 名）※ 

   一日研修利用人数 14,623 名（前年度比+831 名） 

   延宿泊人数 32,359 名（前年度比+348 名） 

定員稼働率 25.86%※ 

   団体数 985 団体（前年度▲33 団体） 

  

２，利用者の拡大・促進 

（１）利用者サービスの充実  

１）鈴鹿青少年センター運営方針・利用目標を設けて、利用者サービス拡大に努めた。 

２）鈴鹿市伝統産業会館及び鈴鹿市産業政策課と連携して伝統産業説明資料の充実を図った。 

３）繁忙期及び利用団体に応じて休業日の営業（4 月～8 月、1 月）を行った。 

４）利用者アンケートを実施して運営改善を行った。 

５）出前事業やみえふるさと体験事業など職員を講師として派遣し施設 PR 及び伝統産業の PR

を行った。 

６）利用者アンケートに基づく施設改修を行いハード面の整備を行った。 

（２）広報及び利用促進活動について 

１）鈴鹿青少年センターだよりを年 1 回発行した 

２）平成 26 年度に利用のなかった鈴鹿市内小中学校を訪問し、施設及び研修活動内容の説明を

行い、利用促進を行った。 

３）団体広報紙への情報提供を行った。（Voice-M-Magazine、スキップ等） 

４）各種主催事業チラシを独自で作成し、市内小中学校、各市町教育委員会及び近隣コミュニテ

ィーセンターへの設置や配布依頼を行った。 

５）近隣市町広報紙への主催事業募集掲載を行った。（鈴鹿市・亀山市） 

６）各種出前事業を行い、地元伝統産業の PR 及び施設 PR を行った。 

７）当施設のホームページを作成及び管理し、インターネットでの情報発信を行った。 

（３）職員研修 

１）東海北陸地区青少年教育施設協議会運営研究大会への参加 

２）各種講習会、研修会（個人情報保護等）への参加 

 

３，主催事業 

（１）創作活動事業 

１）実施期日：年間随時 

２）延べ参加人数：4,961 名 

３）内  容：センター利用者の希望に応じて、伊勢型紙や焼き杉などの活動支援を行った。 

（２）県民の日協力事業 

１）実施期日：平成 26 年 4 月 19 日 

２）内  容：平成 26 年度は三重県立美術館開館にあわせて開催されたイベントに出展し、施設

パンフレット配布や主催事業のポスターを掲示し PR を行った.  

（３）アウトドア塾 

１）実施期日：平成 26 年 5 月 17 日～18 日 



２）延べ参加人数：55 名 

３）内  容：アウトドア活動に興味のある方やセンターボランティアの確保を目的とし、リスク

マネジメント＆ファーストエイドコース、キャンプファイヤーコース、野外炊飯コ

ースの 3 コースを開催し、指導者向けのスキルアップを行った。 

（４）単級学級交流 

１）実施期日：平成 26 年 7 月 1 日～2 日 

２）参加人数：107 名 

３）内  容：少子化の影響で単級（1 学年 1 クラス）になった学校間で共同生活を行うことで有

効を深め各学校の特性を理解し、互いを尊重し合い、広い視野を持った子どもが育

成できる場を提供した。 

（５）ボランティア養成講習会（レッツ・チャレンジ 2014 事前合宿） 

１）実施期日：平成 26 年 8 月 6 日～8 日 

２）参加人数：11 名 

３）内  容：野外活動に興味のある高校生から一般社会人を対象として安全に配慮した活動計画

の作成とレッツ・チャレンジ 2014 にも参加することで実践の場を提供し野外活動

ボランティアの養成に努めた。 

（６）レッツ・チャレンジ 2014 

１）実施期日：平成 26 年 8 月 19 日～23 日 

２）参加人数：36 名（延べ利用者数 304 名※運営スタッフを除く） 

３）内  容：自然の中で年齢の異なる子どもたちが共同生活をしながらいろいろな体験活動にチ

ャレンジすることで自然の素晴らしさを知り、自然に対する理解や愛情を育てるこ

とを目的としたロングキャンプを開催した。 

（７）わくわくファミリーキャンプ 

１）実施期日：平成 26 年 10 月 18 日～19 日 

２）参加人数：14 家族 38 名（ボランティア及びスタッフを除く） 

３）内  容：親子で青少年センターの周辺で採れた栗を使った栗ごはんなど秋の味覚を使用したアウ

トドアクッキングやドラム缶風呂体験を行った。 

（８）絆キャンプ 

１）実施期日：平成 26 年 10 月 22 日～23 日 

２）参加人数：適用指導教室参加者 

３）内  容：桑名適用指導教室に参加する子どもたちを対象とした宿泊研修を共同で開催し運営

をサポートした。 

（９）子ども体験遊びリンピック in みえ 

１）実施期日：平成 26 年 10 月 25 日 

２）延べ参加人数：82 名 

３）内  容：体験の風をおこそう月間のイベントとして、三重県青少年施設協議会に加盟する 3

施設の合同イベントとして各種体験活動を行った。 

（10）キッズチャレンジスポーツ 

１）実施期日：平成 26 年 11 月 2 日～12 月 7 日【毎週日曜日計 6 回】 

２）延べ参加人数：84 名 

３）内  容：ニュースポーツなど様々な運動を通じて体力向上を図るとともに、身体を動かすこ

との喜びを知り、やり遂げる達成感を体験させ努力する子どもの育成を図った。 

（11）大人の学校シリーズ 

１）陶芸コース 

ア，実施期日：平成 26 年 11 月 5 日・19 日 



イ，延べ参加人数：62 名 

ウ，内  容：ボランティアバンクに登録している外部講師に講師として参加いただき、大人を

対象とした陶芸講座を実施した。 

２）みかん狩りと和菓子作りコース 

ア，実施期日： 平成 26 年 11 月 12 日・19 日 

イ，延べ参加人数：78 名 

ウ，内  容：近隣農家と連携し、みかん狩りを行い、みかん狩りを行った農園で収穫されたみ

かんを使った和菓子作りを行った。 

３）パソコンコース 

ア，実施期日：平成 26 年 12 月 3 日・10 日 

イ，延べ参加人数：42 名 

ウ，内  容：外部講師によるパソコンを使った初心者向けの年賀状作りを実施した。 

４）美術と家庭科コース 

ア，実施期日：平成 27 年 2 月 3 日・17 日 

イ，延べ参加人数：36 名 

ウ，内  容：折り紙を使った作品作りや和菓子作りを行った。 

５）篆刻と水墨画コース 

ア，実施期日：平成 27 年 2 月 12 日・26 日 

イ，延べ参加人数：63 名 

ウ，内  容：自作の篆刻（てんこく）を作成し、自分で書いた水墨画等の作品に押印し作品を

完成させた。 

（12）おもしろ自然科学教室 

１）実施期日：平成 27 年 1 月 17 日・24 日・31 日（毎週土曜日計 3 回） 

２）延べ参加人数：152 名 

３）内  容：毎回違うテーマに基づいた実験や科学の原理を用いた製品づくりをすることで科学

に興味のある子どもの育成を図った。第 1 回は磁石を使ったコイン餞別、第 2 回は

葉っぱから考える植物の世界、第 3 回はアーテックブロックによるプログラミング

講座を実施した。 

（13）ウインターアドベンチャー 

１）実施期日：平成 27 年 2 月 7 日～8 日 

２）参加人数：32 名（スタッフを除く） 

３）内  容：冬の自然体験をとおして自然の素晴らしさを学ぶ機会を提供した。 

（14）センターフェスタ 

１）実施期日：平成 27 年 2 月 22 日 

２）来場者数：1,074 名 

３）内  容：年に 1 回の無料開放デーとして、陶芸サークルなどの文科系団体やよさこいサーク

ルなどのスポーツ系団体の発表会を行った。また、隣接する青少年の森公園と連携

し、多目的広場を活用し熱気球係留体験や飲食ブースの出店を行った。 

（15）親子 de キャンプ 

１）実施期日：平成 27 年 3 月 5 日 

２）延べ参加人数：40 名（スタッフを除く） 

３）内  容：天候の影響を受けないラウンジ調理器具を使って親子でできる簡単な調理体験を行

った。 

（16）出前・イベント出展等 

１）体験活動サポート事業（みえのふるさと体験サポート事業） 



ア，東黒部小学校 

（ア）実施期日：平成 27 年 1 月 23 日 

（イ）延べ人数：13 名 

（ウ）内  容：三重県教育委員会が実施するみえ体験活動サポート事業に申し込みを行っ

た団体に対して指導者を派遣し、鈴鹿の伝統産業である伊勢型紙しおり作り

の指導を行った。 

２）各種イベント出展及び体験活動サポート以外の出前講座 

ア，春のキッズエコフェア 

（ア）実施期日：平成 26 年 4 月 26 日・27 日 

（イ）延べ参加人数：124 名 

（ウ）内  容：三重県環境学習センターが主催する「春のキッズエコフェア」（近隣施設

と合同で開催される「春のわくわくふれあいまつり」のイベントのひとつ）

に伊勢型紙しおり作り体験ブース出展を行い、伝統産業体験プログラムの

提供を行った。 

イ，春のわくわくふれあい祭り 

（ア）実施期日：平成 26 年 4 月 26 日・27 日 

（イ）延べ参加人数：171 名※体験者数 

（ウ）内  容：上記アと同じ日程で開催された合同イベントの四日市少年自然の家で体験

活動（火おこし体験）を行った。 

ウ，みえエコフェア 

（ア）実施期日：平成 26 年 7 月 19 日・20 日 

（イ）延べ参加人数：156 名 

（ウ）内  容： 四日市環境学習情報センターで開催されたイベントに伊勢型紙しおり作

り体験ブース出展を行い、伝統産業体験プログラムの提供を行った。 

エ，四日市秋のフェスティバル 

（ア）実施期日：平成 26 年 10 月 26 日 

（イ）延べ参加人数：77 名 

（ウ）内  容：四日市市勤労者市民交流センターで開催されたイベントに、伊勢型紙しお

り作り体験ブース出展を行い、伝統産業体験プログラムの提供を行った。 

オ，体験活動サポート事業（鈴鹿市立鈴峰中学校） 

（ア）実施期日：平成 26 年 10 月 28 日 

（イ）延べ参加人数：24 名 

（ウ）内  容：中学校からの要請により講師を派遣し創作体験活動の指導を行った。 

カ，熊野オープンデー 

（ア）実施期日：平成 27 年 3 月 22 日 

（イ）延べ参加人数：36 名（イベント来場者数約 300 名） 

（ウ）内  容： 県内社会教育施設の熊野少年自然の家が開催する無料開放イベントへの

協力として伊勢型紙しおりづくりのブース出展を行った。 

 

４，施設整備 

（１）独自整備分（250 万円以上の修繕や長期整備で要望している整備の部分実施等） 

  １）大研修室排煙窓修理（約 100 万円） 

  ２）宿泊棟トイレ改修（第 1 期：約 140 万円・第 2 期：約 150 万円） 

 

 



５，利用人数、利用料金及びその他収入 

年度
平成25年度
比較

平成25年度
比較

宿泊利用 36,277,100円
研修室利用（宿泊） 2,197,770円
研修室利用（日帰り） 2,586,750円
設備器具利用 914,400円
小計 41,976,020円
参加料収入 3,699,015円

その他収入 518,360円

小計 4,217,375円
総収入 46,193,395円
宿泊利用 39,069,120円 2,792,020円
研修室利用（宿泊） 2,303,000円 105,230円
研修室利用（日帰り） 2,911,290円 324,540円
設備器具利用 799,600円 ▲114,800円
小計 45,083,010円 3,106,990円
参加料収入 3,238,260円 ▲460,755円
その他収入 538,320円 19,960円
小計 3,776,580円 ▲440,795円
合計 48,859,590円 2,666,195円

831人

宿泊研修 32,359人 348人

▲32人74,719人延べ人数

延べ人数 74,751人

平成25年度

一日研修 14,623人平成26年度

宿泊研修

利用料金収入利用人数

32,011人

13,792人一日研修

 

 

 



月
開所
日数

宿泊可
能
日数

利用
日数

施設稼働率 利用団体数 延宿泊者数 宿泊利用率 延利用者数 施設利用率 内1日研修

4月 30 30 30 100.0 68 3,696 33.5 8,009 72.5 909

5月 31 31 31 100.0 77 5,331 46.7 10,202 89.4 499

6月 30 30 29 96.7 91 3,316 30.0 8,287 75.1 1,899

7月 31 31 31 100.0 106 3,451 30.3 8,035 70.4 1,273

8月 30 30 30 100.0 107 5,522 50.0 10,577 95.8 889

9月 29 28 28 96.6 80 1,143 11.1 3,984 37.3 1,557

10月 29 28 29 100.0 83 2,376 23.1 4,872 45.7 1,294

11月 29 28 28 96.6 84 1,056 10.2 4,016 37.6 2,014

12月 27 25 25 92.6 67 1,555 16.9 3,858 38.8 1,041

1月 27 24 23 85.2 59 1,269 14.4 3,569 35.9 1,270

2月 27 26 27 100.0 61 716 7.5 3,403 34.2 845

3月 30 29 30 100.0 102 2,928 27.4 5,907 53.5 1,133

合計 350 340 341 * 985 32,359 * 74,719 * 14,623

平均 29.2 28.4 97.43 82.1 2,696.6 25.86 6,226.6 58.0 1,218.6

平成26年度　鈴鹿青少年センター施設利用状況一覧表



研修室・OR室 研修室・OR室

文化室 文化室

創作室 創作室

4月 8,009 3,696 5,280,400 59,400 29,750 98,875 20,700 11,000 130,550 5,500 5,636,175

5月 10,202 5,331 5,651,900 71,100 21,500 113,225 13,500 11,500 98,350 5,700 5,986,775

6月 8,287 3,316 2,406,400 23,850 14,750 60,725 80,100 20,000 128,100 77,400 2,811,325

7月 8,035 3,451 3,219,100 51,750 38,250 156,100 63,900 60,000 177,940 182,200 3,949,240

8月 10,577 5,522 6,232,020 148,725 60,750 486,325 26,100 14,000 75,600 244,000 7,287,520

9月 3,984 1,143 1,371,750 48,600 22,500 57,050 51,300 92,000 220,500 50,500 1,914,200

10月 4,872 2,376 4,906,400 13,050 0 49,700 46,800 81,500 206,850 5,300 5,309,600

11月 4,016 1,056 1,352,500 10,800 7,000 70,525 82,800 64,500 207,900 17,000 1,813,025

12月 3,858 1,555 1,766,050 25,650 19,000 62,300 43,200 31,000 112,350 59,500 2,119,050

1月 3,569 1,269 1,273,500 9,900 6,750 75,600 21,600 75,000 157,150 29,000 1,648,500

2月 3,403 716 1,202,300 38,250 15,750 95,725 48,600 29,500 76,650 92,500 1,599,275

3月 5,907 2,928 4,406,800 53,550 41,500 144,725 53,100 47,000 230,650 31,000 5,008,325

合計 74,719 32,359 39,069,120 554,625 277,500 1,470,875 551,700 537,000 1,822,590 799,600 45,083,010

宿　泊　を　伴　わ　な　い　場　合宿泊を伴う場合

設備器具

宿泊利用

平成26年度　鈴鹿青少年センター利用人数及び利用料金統計表

月

利　　　　　　　　　　　　用　　　　　　　　　　　　料　　　　　　　　　　　金

利用料金
合計

延利用人数 延宿泊人数

総合研修館 大研修室 総合研修館 大研修室

施　　　設　　　利　　　用　　　料　　　金



平成 26 年度三重県営松阪野球場事業報告 

  

 平成 26 年度は本協会が指定管理者として指定を受けた初年度にあたり、指定管理者で提案した事業

計画及び本協会が制定した「スポーツ振興計画」に基づき、県営スポーツ施設の役割を果たすべく、県

民総スポーツの振興に一層努めるとともに、健全な施設運営に努めた。 

 

1 利用者の拡大・促進 

(1)利用者サービスの拡充 

 平成 26 年度は、松阪市から本協会へと指定管理者が変更となった。松阪市が実施してきたサービス

を継続しつつも、本協会独自のサービスとして下記の取り組みを行った。 

①指定管理者変更による管理者の変更を利用者へ周知した。 

②施設の有効利用、積極的な応対・接遇を行い業務改善・管理運営に努めた。 

③利用調整会議を実施し、各種団体間との調整を図った。 

④大会運営者との大会事前打ち合わせを行い、スムーズな大会運営を支援した。 

⑤「ひと声箱」を設置するとともに、利用者アンケートを実施し、設備の改修や施設運営について

意見集約し、速やかに対応できるものについては実行し、設備の改修など本協会で対応できない

要望については県へ報告した。 

⑥大会等スムーズな運営を支援するため、大会規模に応じて時間前の開館や雨天順延による大会予

備日の休業日開場の対応を行った。 

⑦通常の芝管理以外に、独自予算にて芝生の一部張替えを行い、より良い環境でプレー出来るよう

グラウンド整備を行った。 

⑧中部台運動公園利用者への利便として、トイレを休館日以外は常時開放した。 

(2)利用促進について 

①グラウンド整備などで事務所不在の際に、固定電話から携帯電話への転送システムを導入した。 

②野球場としての利用だけでなく、多目的スタジアムとしての活用を行うべく、音楽イベント事業

者と協議した。 

③野球場の在り方について、地元中体連や県高野連と意見交換を行った。 

(3)広報活動について 

①本協会の野球場管理に際し、ホームページを開設した。 

 

2 主催事業について 

高等学校野球連盟のOB を講師に迎え、松阪市と牟婁郡の中学生を対象に、野手はキャッチボール

を始めとした基本動作を、ピッチャーは投球動作を中心とした指導を行った。 

 ①中学生野球教室 

  期 日:平成 27 年 1 月 25 日(日) 

  対 象:中学生を対象 

  参加者:中学 1 年生、2 年生 150 名 

 

3 施設管理・リスク対策について 

(1)中部台運動公園内に位置する当球場は、同公園を管理する松阪市との調整が不可欠であるため、常

に連携を取り、場内を利用者する方々に良質な施設環境を提供するため、委託業務の業者点検への立

ち会いを始めとして、設備の定期点検以外にも巡回目視による危険･不良箇所の点検を随時行った。 

(2)設備の小修繕等については、地元のシルバー人材センターに登録している方々を活用し、雇用の促

進と高齢者の活用を図った。 



(3) 昨今の天候急変による施設利用者の被害を未然に防止するため、特に夏季における雷注意報発令時

については、利用団体への情報提供を速やかに行い、注意報発令時には施設内に退避を促すなど事故

防止に努めた。 

(4) 応急処置用の常備薬・救急用品の点検、不足品は補充を行った。 

(5) 職員全員が普通救命講習を受講し、万が一の初期対応の訓練を行った。 

(5) 経年によるグラウンド整備器具等の更新・補充を行った。 

 

4 施設整備 

・1 塁側の水道栓の経口修繕 

・不陸修正工事(6 月及び 2 月)の実施 

・スコアボード保守点検 

・放送設備保守点検 

・フェンス塗装 

・外野芝生の補修 

・一塁側ブルペンピッチャープレートの取替 

 

5 その他  

   地元の小学校へ遠足での施設開放を行った。 

 

6 利用者数及び利用料収入 

   ※H25 年度は松阪市が管理していたときのデータ 

  ○施設利用者数・使用料増減について 

松阪市からの指定管理者変更に伴う初年度として、当年度は松阪市が仮受付した予約を引き継いで業

務を開始した。施設利用者数については、10 月に伊勢神宮奉納社会人野球大会が実施され、また、3 月

は高校野球部の利用が増加したことが利用者増加につながったと推察される。 

施設使用料については、当初計画で 1,459,000 円としたが、台風等の大雨特別警報発令による雨天中

止、7 月の高野連の使用日数の減により減収となったと推察される。 

年度 利用者数 前年度比較 利用料収入 前年度比較  

H25 年度

（ 参 考 ） 

野球場 28,172 名 ― 1,507,780 円 ― 

合 計 28,172 名 ― 1,507,780 円 ― 

H26 年度  
野球場 29,692 名 1,520 名 1,341,030 円 △166,750 円 

合 計 29,692 名 1,520 名 1,341,030 円 △169,750 円 



平成26度三重県営松阪野球場利用一覧

月 利用人数 利用料金

4月 2,030人 158,720円

5月 1,660人 79,070円

6月 610人 32,940円

7月 7,950人 359,660円

8月 1,852人 103,370円

9月 4,100人 223,200円

10月 4,545人 132,940円

11月 1,380人 55,890円

12月 790人 51,070円

1月 1,935人 24,180円

2月 1,070人 36,580円

3月 1,770人 83,410円

年合計 29,692人 1,341,030円

特記1：施設の利用者数には減免利用者を含む

三重県営松阪野球場



平成26年度　スポーツマンハウス鈴鹿施設利用状況一覧表

件数 朝食 昼食 夕食 計 件数 個数 件数 人数

4月 1,286 8,461 21 985 2,000 915 3,900 33 1,183 2 29

5月 981 8,322 10 548 2,283 418 3,249 20 599 1 23

6月 681 7,111 17 652 1,809 445 2,906 17 650 5 99

7月 1,715 7,290 20 1,222 2,252 972 4,446 25 954 3 107

8月 3,150 9,237 18 2,711 2,430 2,038 7,179 41 1,910 2 73

9月 926 7,287 17 719 1,856 563 3,138 9 402 3 129

10月 1,295 7,369 8 437 1,620 279 2,336 8 241 5 73

11月 1,209 8,346 15 903 2,198 552 3,653 25 745 6 132

12月 1,960 9,655 15 1,737 1,286 1,590 4,613 25 693 10 825

1月 1,271 10,642 16 1,097 1,708 984 3,789 9 401 8 205

2月 514 8,660 5 541 1,742 383 2,666 15 458 4 114

3月 1,747 9,199 16 1,429 1,988 1,238 4,655 24 684 3 121

計 16,735 101,579 178 12,981 23,172 10,377 46,530 251 8,920 52 1,930

平成25年度
計 18,839 106,959 169 15,367 24,972 11,755 52,094 238 9,880 49 2,157

平成25年度
比較 △ 2,104 △ 5,380 9 △ 2,386 △ 1,800 △ 1,378 △ 5,564 13 △ 960 3 △ 227

宿泊施設
（人）

温浴施設
（人）

会議室
食事

レストラン（人） 弁当 宴会



◆2014年度　宿泊者分析 

競　技 4月 5月 6月 7月 8月 9月 上期 10月 11月 12月 1月 2月 3月 下期 総計
水泳 495 226 235 218 1,100 82 2,356 34 238 993 91 183 834 2,373 4,729
一般 311 362 73 686 527 126 2,085 838 460 253 282 98 233 2,164 4,249
サッカー 86 27 216 819 572 1,720 82 171 297 212 124 483 1,369 3,089
テニス 6 14 24 275 201 32 552 102 66 38 71 79 356 908
ソフトテニス 183 55 234 145 617 30 154 75 3 262 879
バスケットボール 118 30 196 22 366 82 82 49 30 243 609
水球 44 58 102 72 44 295 411 513
ラグビー 31 46 182 259 39 104 5 20 168 427
野球 31 33 27 11 102 98 33 13 144 246
バレーボール 37 14 40 91 9 64 13 23 109 200
飛込み 18 12 30 1 159 160 190
自転車 30 70 24 124 34 9 43 167
フットサル 126 126 40 40 166
剣道 22 22 46 46 68
ソフトボール 67 67 0 67
その他スポーツ 1 1 39 39 40
新体操 36 36 0 36
柔道 0 28 28 28
卓球 7 20 27 0 27
バトン 19 19 0 19
太極拳 18 18 0 18
ハンドボール 0 17 17 17
なぎなた 14 14 0 14
弓道 0 12 12 12
ゴルフ 0 9 9 9
空手 5 5 0 5
陸上 0 3 3 3
総計 1,286 981 681 1,715 3,150 926 8,739 1,295 1,209 1,960 1,271 514 1,747 7,996 16,735

分　類 4月 5月 6月 7月 8月 9月 上期 10月 11月 12月 1月 2月 3月 下期 総計
個人 278 417 114 601 508 149 2,067 208 504 321 322 138 359 1,852 3,919
協会・連盟 220 107 437 15 142 342 1,263 169 90 957 210 142 47 1,615 2,878
スクール 247 90 14 168 912 28 1,459 52 166 165 24 111 95 613 2,072
高校 239 213 27 374 744 12 1,609 18 59 178 38 147 440 2,049
大学 38 9 13 170 271 116 617 186 32 251 93 611 1,173 1,790
少年団 86 46 133 312 154 731 145 186 258 150 739 1,470
企業 147 40 58 254 239 24 762 475 85 40 64 30 694 1,456
中学校 10 18 28 30 175 94 95 52 446 474
サークル 49 22 101 172 45 19 9 23 96 268
クラブチーム 0 233 233 233
高専 0 40 30 70 70
子供会 31 31 0 31
労働組合 0 12 13 25 25

0 0 0
総計 1,286 981 681 1,715 3,150 926 8,739 1,295 1,209 1,960 1,271 514 1,747 7,996 16,735


